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は
じ
め
に

（一）

就
業
規
則
と
労
働
契
約
の
関
係
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
及
び
労
働
契
約
法
に
お
け
る
そ
の
解
決

就
業
規
則
は
労
働
者
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ラ
イ
フ
に
お
い
て
問
題
と
な
る
諸
々
の
労
働
条
件
や
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
諸
事
項
を
広
範
か
つ
網

羅
的
に
（
あ
る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は
企
業
年
金
や
競
業
避
止
義
務
な
ど
退
職
後
の
問
題
に
つ
い
て
も
）
規
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
通
常
、

労
使
は
こ
れ
に
従
っ
て
労
働
関
係
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
就
業
規
則
は
、
労
働
者
に
対
し
て
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
雇
用
社
会
に
お
け
る
労
使
間
の
重
要
な
ル
ー
ル
を
規
定
す
る
文
書
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

こ
の
就
業
規
則
を
、
労
働
者
を
遙
か
に
凌
駕
す
る
社
会
的
経
済
的
な
力
を
有
し
、
い
わ
ば
社
会
的
権
力
と
で
も
い
う
べ
き
企
業
＝
使
用
者

の
自
由
な
一
方
的
作
成
に
委
ね
る
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
労
働
者
が
不
利
な
い
し
劣
悪
な
労
働
条
件
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は

労
働
契
約
法
七
条
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
一
）

―
―
意
見
表
明
の
自
由
と
芸
術
の
自
由
の
競
合
を
素
材
と
し
て
―
―三

　
井
　
正
　
信

は
じ
め
に

一
　
問
題
の
所
在

二
　
労
働
契
約
法
七
条
の
効
力
（
以
上
本
号
）

三
　
労
働
契
約
法
体
系
内
に
お
け
る
労
働
契
約
法
七
条
の
位
置
づ
け

お
わ
り
に
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業
務
命
令
、
懲
戒
処
分
、
職
場
環
境
な
ど
に
関
し
て
労
働
者
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
、
な
い
し
は
過
酷
・
悲
惨
な
状
況
が
も
た
ら
さ
れ

か
ね
な
い
な
ど
看
過
で
き
な
い
事
態
が
出
来
す
る
お
そ
れ
が
生
ず
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
歴
史
的
に
み
て
過
去
の
諸
外
国
及
び
わ
が
国
の
例

が
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
戦
後
早
い
時
期
（
一
九
四
七
年
）
に
制
定
さ
れ
た
労
働
基
準
法
は
、
就
業
規
則
に
関
し
、
労
働
者
保

護
の
観
点
か
ら
、
使
用
者
の
作
成
義
務
、
過
半
数
代
表
意
見
聴
取
義
務
、
届
出
義
務
、
周
知
義
務
、
最
低
基
準
保
障
的
効
力
、
懲
戒
規
定

に
お
け
る
減
給
額
の
制
限
な
ど
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
、
就
業
規
則
制
度
の
法
整
備
を
は
か
る
こ
と
と
な
っ
た

（
１
）

。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
就
業
規
則
を
め
ぐ
る
問
題
が
す
べ
て
解
消
な
い
し
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
い
か
な
る
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
就
業
規
則
は

労
働
者
を
拘
束
す
る
の
か
、
ま
た
就
業
規
則
が
不
利
益
に
変
更
さ
れ
た
場
合
に
果
た
し
て
そ
れ
は
労
働
者
を
拘
束
す
る
こ
と
に
な
る
の
か

と
い
っ
た
基
本
的
か
つ
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
法
に
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の

問
題
の
解
明
は
、
専
ら
学
説
や
判
例
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
制
定
法
の
沈
黙
・
空
白
状
態
と
そ
れ
を
補

う
形
で
の
学
説
・
判
例
に
よ
る
議
論
な
い
し
法
理
形
成
の
試
み
は
、
激
し
い
説
の
分
岐
と
対
立
状
態
を
と
も
な
い
つ
つ
労
働
基
準
法
の
制

定
以
降
六
〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て
続
く
こ
と
に
な
る

（
２
）

。

さ
て
、
先
般
（
二
〇
〇
七
年
）、
労
働
契
約
に
関
す
る
基
本
法
と
も
い
う
べ
き
労
働
契
約
法
が
制
定
さ
れ
大
い
に
注
目
を
浴
び
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
中
核
に
置
か
れ
た
の
が
就
業
規
則
と
労
働
契
約
の
関
係
に
つ
い
て
の
諸
規
定
（
七
条
か
ら
一
三
条
）
で
あ
り
、

そ
し
て
、
そ
の
な
か
に
お
い
て
労
働
基
準
法
が
規
定
を
設
け
ず
に
積
み
残
し
た
問
題
に
対
し
て
立
法
的
解
決
が
試
み
ら
れ
て
い
る

（
３
）

。
つ
ま

り
、
労
働
契
約
法
の
制
定
に
よ
り
就
業
規
則
の
拘
束
力
（
た
だ
し
、
労
働
契
約
締
結
時
に
お
け
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
）
と
不
利
益

変
更
の
場
合
の
就
業
規
則
の
拘
束
力
に
関
し
て
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
七
条
及
び
一
〇
条
）。
焦
点
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ま
で

の
懸
案
事
項
に
対
す
る
具
体
的
な
立
法
的
解
決
の
あ
り
方
で
あ
る
が
、
後
に
一
で
詳
し
く
み
る
よ
う
に
最
高
裁
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ

て
き
た
従
来
の
判
例
法
理
を
条
文
で
確
認
す
る
と
い
う
方
法
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
４
）

。
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（二）

労
働
契
約
法
に
と
も
な
う
新
た
な
問
題
点
の
登
場
と
本
稿
の
課
題

（一）
で
指
摘
し
た
就
業
規
則
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
か
つ
て
労
働
法
の
難
問
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
従
来
か
ら
学
説
に
お
い
て
理
論
が
多
岐
に

分
か
れ
て
錯
綜
し
、
そ
れ
ら
の
間
で
激
し
い
議
論
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
か
ね
て
よ
り
判
例
は
学
説
の
議
論
を
尻
目
に
法
規
制
の

欠
缺
を
埋
め
る
べ
く
、
学
説
と
は
異
な
る
独
自
の
法
理
を
展
開
し
て
き
て
お
り
、
法
実
務
及
び
企
業
実
務
に
お
い
て
は
こ
の
判
例
法
理
が

広
く
定
着
し
て
い
た

（
５
）

。
今
回
、
労
働
契
約
法
に
お
い
て
か
か
る
判
例
法
理
が
確
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
制
定

法
に
よ
っ
て
、
正
面
か
ら
判
例
法
理
に
法
的
根
拠
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
（
判
例
法
理
が
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
こ
と
）
で
、
よ
う
や
く
就

業
規
則
を
め
ぐ
る
議
論
に
終
止
符
が
打
た
れ
、
問
題
は
解
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
労
働
契

約
法
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
解
決
」
は
、
従
来
の
判
例
法
理
自
体
が
大
き
な
問
題
点
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
条
文
の
規

定
の
仕
方
が
明
確
さ
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
も
の
で
は
な
く
、
い
ま
だ
解
明
す
べ
き
論
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状

況
に
あ
る
。
そ
し
て
、
立
法
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
混
乱
が
生
じ
た
（
あ
る
い
は
混
乱
が
大
き
く
な
っ
た
）
部
分
も
出
来
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
相
変
わ
ら
ず
就
業
規
則
を
め
ぐ
っ
て
は
（
た
だ
し
、
従
来
の
理
論
対
立
と
は
異
な
り
、
今
後
は
制
定
法
た
る
労
働

契
約
法
の
規
定
を
前
提
と
し
た
形
で
は
あ
る
が
）
激
し
い
解
釈
論
上
の
議
論
が
続
い
て
行
く
こ
と
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
け
ば
、
せ
っ
か
く
立
法
が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
意
義
が
没
却
さ
れ
、
ひ
い
て
は
就
業
規
則
法
制
を

中
核
に
据
え
る
労
働
契
約
法
の
存
在
理
由
す
ら
掘
り
崩
し
か
ね
な
い
お
そ
れ
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

就
業
規
則
は
現
実
に
労
働
関
係
に
関
す
る
様
々
な
ル
ー
ル
を
規
定
す
る
と
い
う
重
要
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
就
業
規
則

を
め
ぐ
る
法
解
釈
上
の
混
乱
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
法
の
あ
り
方
を
明
確
に
し
て
法
実
務
と
雇
用
社
会

に
法
的
安
定
性
を
も
た
ら
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
な
い
し
急
務
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う

（
６
）

。

さ
て
、
筆
者
は
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
ま
ず
、
先
般
、
別
稿
（「
労
働
契
約
法
と
就
業
規
則
の
不
利
益
変
更
」）
に
お
い
て
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労
働
契
約
法
に
お
け
る
就
業
規
則
不
利
益
変
更
問
題
の
取
り
扱
わ
れ
方
な
い
し
は
処
理
の
さ
れ
方
に
目
を
向
け
、
こ
れ
を
規
定
す
る
労
働

契
約
法
一
〇
条
に
関
し
て
解
釈
論
的
検
討
を
行
っ
た

（
７
）

。
そ
の
結
果
、
労
働
契
約
法
の
趣
旨
・
目
的
と
労
働
者
保
護
の
見
地
を
踏
ま
え
て
、

一
定
の
法
的
整
合
性
と
妥
当
性
を
有
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
本
来
な
ら
ば
、

ま
ず
は
、
従
来
は
何
故
就
業
規
則
は
労
働
者
を
拘
束
す
る
の
か
と
い
う
形
で
争
わ
れ
、
現
在
で
は
労
働
契
約
法
七
条
で
規
定
さ
れ
る
に
至

っ
た
就
業
規
則
の
拘
束
力
な
い
し
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
の
作
業
と
な
る
の
だ

が
、
就
業
規
則
不
利
益
変
更
問
題
の
解
明
の
重
要
性
と
緊
急
性
か
ら
就
業
規
則
の
拘
束
力
・
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
検
討
作
業
は
後
日
を
期

す
こ
と
と
し
、
と
り
あ
え
ず
は
不
利
益
変
更
に
関
す
る
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
、
前
稿
で
積
み
残
し
後
回
し
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
労
働
契
約
法
七
条
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
前
稿
と
相
ま
っ
て
労
働
契
約
法
に
お
け
る
就
業
規
則
規
制
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
を
全
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
次
第

で
あ
る
。

（
１
）

労
働
契
約
法
制
定
以
前
に
お
け
る
就
業
規
則
法
制
の
歴
史
的
研
究
も
含
め
た
就
業
規
則
全
体
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
に
関
し
て
は
、
浜
田
冨
士
郎
『
就
業

規
則
法
の
研
究
』（
一
九
九
四
年
、
有
斐
閣
）
を
参
照
。
な
お
、
労
働
契
約
法
制
定
以
前
の
就
業
規
則
を
め
ぐ
る
法
制
度
・
判
例
・
理
論
状
況
な
ど
を
概
観

す
る
も
の
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
、
三
井
正
信
「
就
業
規
則
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
〇
五
年
二
月
号
二
二
―
二
五
頁
、
同
「
就
業
規
則
と
労
働
条
件
の
変
更
」

角
田
邦
重
＝
毛
塚
勝
利
＝
脇
田
滋
（
編
）『
新
現
代
労
働
法
入
門
〔
第
３
版
〕』（
二
〇
〇
五
年
、
法
律
文
化
社
）
二
四
三
頁
以
下
。

（
２
）

就
業
規
則
論
な
い
し
就
業
規
則
を
め
ぐ
る
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
、
諏
訪
康
雄
「
就
業
規
則
」
労
働
法
文
献
研
究
会
（
編
）『
文
献
研
究
　
労
働
法
学
』

（
一
九
七
八
年
、
総
合
労
働
研
究
所
）
八
二
頁
以
下
、
中
村
和
夫
「
就
業
規
則
論
」
籾
井
常
喜
（
編
）『
戦
後
労
働
法
学
説
史
』（
一
九
九
六
年
、
労
働
旬
報

社
）
七
五
五
頁
以
下
。
就
業
規
則
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
議
論
状
況
の
基
本
的
構
図
を
一
般
的
な
形
で
概
観
す
る
も
の
と
し
て
、
片
岡i

＝
前
田
達
男
（
編
）

『
労
働
法
』（
一
九
九
五
年
、
青
林
書
院
）
二
七
七
頁
以
下
〔
三
井
正
信
執
筆
〕、
三
井
正
信
「
就
業
規
則
法
理
の
再
検
討
」
修
道
法
学
二
三
巻
二
号
（
二
〇

〇
一
年
）
七
四
頁
以
下
。

（
３
）

労
働
契
約
法
の
制
定
の
経
緯
及
び
意
義
等
に
つ
い
て
は
、
野
川
忍
『
わ
か
り
や
す
い
労
働
契
約
法
』（
二
〇
〇
七
年
、
商
事
法
務
）、
同
『
労
働
法
』（
二
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〇
〇
七
年
、
商
事
法
務
）
二
八
頁
以
下
、
山
川
隆
一
『
労
働
契
約
法
入
門
』（
二
〇
〇
八
年
、
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）、
同
「
労
働
契
約
法
の
制
定
」
日
本

労
働
研
究
雑
誌
五
七
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
頁
以
下
、
土
田
道
夫
『
労
働
契
約
法
』（
二
〇
〇
八
年
、
有
斐
閣
）
三
四
頁
以
下
、
菅
野
和
夫
「
基
本
法
と

し
て
の
労
働
契
約
法
」
季
刊
労
働
法
二
二
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
―
三
頁
、
同
「
労
働
契
約
法
制
定
の
意
義
―
『
小
ぶ
り
』
な
基
本
法
の
評
価
」
法
曹
時

報
六
〇
巻
八
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
頁
以
下
、
村
中
孝
史
「
労
働
契
約
法
制
定
の
意
義
と
課
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
二
頁
以
下
、

石
田
信
平
「
労
働
契
約
法
の
解
釈
に
つ
い
て
」
日
本
労
働
法
学
会
誌
一
一
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
八
一
頁
以
下
、
三
井
正
信
「
労
働
契
約
法
の
制
定
と
そ

の
意
義
」
広
島
法
学
三
二
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
九
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。

（
４
）

労
働
契
約
法
に
関
す
る
通
達
で
あ
る
平
成
二
〇
年
一
月
二
三
日
基
発
第
〇
一
二
三
〇
〇
四
号
「
労
働
契
約
法
の
施
行
に
つ
い
て
」
は
、
労
働
契
約
法
の
就

業
規
則
の
拘
束
力
と
不
利
益
変
更
の
拘
束
力
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、「
判
例
法
理
に
沿
っ
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
判
例
法
理
を
変
更
す
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
」
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
監
督
課
「
労
働
契
約
法
の
概
要
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
七

頁
は
、
労
働
契
約
法
が
「
就
業
規
則
に
つ
い
て
、
労
働
契
約
と
の
法
的
関
係
等
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
立
し
た
判
例
法
理
に
沿
っ
て
、
労
働
契
約
内

容
の
決
定
及
び
変
更
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
た
」
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

（
５
）

か
か
る
理
論
状
況
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
東
京
大
学
労
働
法
研
究
会
（
編
）『
注
釈
労
働
基
準
法
　
下
巻
』（
二
〇
〇
三
年
、
有
斐
閣
）
九
六
一
頁

以
下
〔
王
能
君
執
筆
〕、
荒
木
尚
志
「
新
労
働
法
講
義
　
第
７
回
　
第
５
章
　
就
業
規
則
と
労
働
条
件
設
定
・
変
更
（1）
」
法
学
教
室
三
一
三
号
（
二
〇
〇
六

年
）
六
四
頁
以
下
、
水
町
勇
一
郎
『
労
働
法
　
第
２
版
』（
二
〇
〇
八
年
、
有
斐
閣
）
九
六
―
九
七
頁
、
菅
野
和
夫
『
労
働
法
　
第
八
版
』（
二
〇
〇
八
年
、

弘
文
堂
）
一
〇
五
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。

（
６
）

就
業
規
則
に
関
す
る
も
の
を
含
め
新
た
に
制
定
さ
れ
た
労
働
契
約
法
が
惹
起
し
た
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
根
本
到
「
労
働
契
約
法
の
成
立
を
受
け
て
」
法

学
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
〇
八
年
二
月
号
四
―
五
頁
、
毛
塚
勝
利
「
労
働
契
約
法
の
成
立
が
与
え
る
労
使
関
係
法
へ
の
影
響
と
今
後
の
課
題
」
季
刊
労
働
法
二
二
一

号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
七
頁
以
下
、
米
津
孝
司
「
労
働
契
約
法
の
成
立
と
課
題
」
労
働
法
律
旬
報
一
六
六
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
七
頁
以
下
、
三
井
・
前
掲

注
（
３
）
論
文
八
二
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。

（
７
）

三
井
正
信
「
労
働
契
約
法
と
就
業
規
則
の
不
利
益
変
更
」
広
島
法
学
三
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
三
頁
以
下
。
な
お
、
こ
の
論
文
の
脱
稿
後
、
労
働

契
約
法
に
関
す
る
多
く
の
重
要
な
文
献
が
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
執
筆
に
お
け
る
時
期
的
な
関
係
で
そ
れ
ら
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
が
残
念
と

い
え
る
。
従
っ
て
、
今
後
し
か
る
べ
き
時
期
に
、
本
稿
と
合
わ
せ
て
最
新
の
資
料
を
踏
ま
え
そ
れ
ら
を
補
充
し
つ
つ
筆
者
の
就
業
規
則
論
に
つ
き
総
合
的
に

再
構
成
で
き
る
機
会
を
も
て
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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一
　
問
題
の
所
在

（一）

従
来
の
議
論
で
は
何
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
の
か

（1）

就
業
規
則
の
拘
束
力
を
め
ぐ
る
議
論
の
基
礎

か
つ
て
労
働
基
準
法
九
三
条
（
こ
こ
で
言
及
す
る
条
文
は
二
〇
〇
七
年
改
正
前
の
も
の
で
あ
っ
て
、
現
在
で
は
、
労
働
契
約
法
一
二
条

に
移
さ
れ
て
お
り
、
以
下
で
は
旧
九
三
条
と
表
記
す
る
）
は
、
就
業
規
則
の
効
力
に
関
し
、「
就
業
規
則
で
定
め
る
基
準
に
達
し
な
い
労

働
条
件
を
定
め
る
労
働
契
約
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
無
効
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
無
効
と
な
つ
た
部
分
は
、
就
業
規
則
で
定

め
る
基
準
に
よ
る
。」
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
条
文
は
、
労
働
基
準
法
の
私
法
的
効
力
を
定
め
る
一
三
条
と
同
様
の
規
定
内
容
（
同
一

文
言
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
労
働
者
保
護
（
労
使
の
権
利
義
務
の
明
確
化
と
使
用
者
の
就
業
規
則
へ
の
拘
束
―
違
反
防
止
―
）

の
観
点
か
ら
、
就
業
規
則
を
い
わ
ば
「
事
業
場
の
小
労
働
基
準
法

（
１
）

」
と
位
置
づ
け
職
場
の
最
低
基
準
と
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
違
反
す
る

労
働
条
件
を
定
め
る
労
働
契
約
条
項
を
無
効
と
し
（
強
行
的
効
力
）、
そ
の
部
分
を
就
業
規
則
の
基
準
で
置
き
換
え
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
あ
る
（
直
律
的
効
力

（
２
）

）。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
就
業
規
則
を
下
回
る
労
働
条
件
を
定
め
る
労
働
契
約
条
項
を
問
題
と
す
る
の
み

で
あ
っ
て
、
労
働
契
約
に
定
め
が
な
い
場
合
の
補
充
的
効
力
ま
で
を
就
業
規
則
に
認
め
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、「
労
働
協

約
に
定
め
る
労
働
条
件
そ
の
他
の
労
働
者
の
待
遇
に
関
す
る
基
準
に
違
反
す
る
労
働
契
約
の
部
分
は
、
無
効
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
無
効
と
な
つ
た
部
分
は
、
基
準
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
労
働
契
約
に
定
が
な
い
部
分
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。」
と
い
う
形

で
労
働
協
約
の
規
範
的
効
力
と
し
て
強
行
的
効
力
、
直
律
的
効
力
及
び
補
充
的
効
力
の
三
つ
を
セ
ッ
ト
に
し
て
定
め
て
い
る
労
働
組
合
法

一
六
条

（
３
）

と
対
比
し
て
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
り
、
労
働
組
合
法
一
六
条
に
み
ら
れ
る
労
働
協
約
の
補
充
的
効
力
を
規
定
し
た
「
労
働
契
約
に

定
が
な
い
部
分
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。」
と
い
う
文
言
に
対
応
す
る
部
分
が
労
働
基
準
法
旧
九
三
条
に
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
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要
は
、
労
働
基
準
法
旧
九
三
条
は
、
労
働
契
約
に
定
め
が
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
就
業
規
則
が
労
働
契
約
内
容
を
補
充
す
る
と
の
規
制

は
設
け
ず
、
就
業
規
則
と
労
働
契
約
は
い
か
な
る
関
係
に
立
つ
の
か
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
と
は
い
っ
て
も
、
通

常
は
、
労
使
は
、
就
業
規
則
に
基
づ
い
て
労
働
関
係
を
展
開
し
て
い
る
（
実
際
に
展
開
し
て
い
る
と
い
う
事
実
な
い
し
現
実
が
あ
る
）
の

で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
労
使
が
就
業
規
則
に
従
う
こ
と
に
な
る
法
的
根
拠
は
何
な
の
か
が
問
題
と
な

り
、
上
述
の
労
働
基
準
法
の
沈
黙
を
補
う
べ
く
激
し
い
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
就
業
規
則
の
拘
束
力
あ

る
い
は
就
業
規
則
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。

学
説
は
、「
百
花
繚
乱
」
と
で
も
い
う
べ
き
状
態
に
あ
り
、
学
者
の
数
だ
け
説
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、「
四
派
一
三
流
」

と
評
さ
れ
る
ほ
ど
に
説
が
多
岐
に
分
か
れ
て
い
た

（
４
）

が
、
実
質
的
に
は
、
就
業
規
則
は
契
約
の
ひ
な
形
で
あ
り
、
そ
れ
が
労
働
者
の
明
示
ま

た
は
黙
示
の
同
意
に
よ
り
労
働
契
約
内
容
と
な
る
と
す
る
契
約
説

（
５
）

と
労
働
基
準
法
（
旧
九
三
条
）
は
労
働
者
保
護
（
権
利
義
務
の
明
確
化

及
び
使
用
者
の
就
業
規
則
へ
の
拘
束
）
の
観
点
か
ら
就
業
規
則
に
法
規
範
類
似
の
効
力
を
与
え
た
（
従
っ
て
、
就
業
規
則
は
労
働
者
の
同

意
な
し
に
労
使
を
拘
束
す
る
）
と
す
る
法
規
説
（
法
的
効
力
付
与
説

（
６
）

）
の
二
大
学
説
の
争
い
が
大
き
な
理
論
的
対
抗
の
基
本
構
図
を
な
し

て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
要
は
、
労
働
基
準
法
旧
九
三
条
の
規
定
上
に
お
け
る
補
充
的
効
力
の
「
欠
缺
」
を
、
前
者
は
私
的
自
治
の
原
則

に
従
っ
て
契
約
（
合
意
）
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
者
は
労
働
基
準
法
旧
九
三
条
の
効
力
を
（
解
釈
に
よ
っ
て
）
拡
張
な
い
し
拡

大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
対
処
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
説
に
も
問
題
点
が
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
、

就
業
規
則
は
多
様
な
事
項
を
含
み
場
合
に
よ
っ
て
は
膨
大
か
つ
詳
細
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
あ
る
が
労
働
者
が
こ
れ
を
十
分
に
認
識
・
熟

知
し
て
合
意
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
一
般
的
に
い
っ
て
考
え
ら
れ
な
い
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が
一
方
的
に
作
成
し
た
も
の
に
法

規
範
性
を
認
め
て
も
よ
い
の
か
、
労
働
基
準
法
旧
九
三
条
の
効
力
を
法
律
の
文
言
を
超
え
て
果
た
し
て
そ
の
よ
う
に
拡
大
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
と
い
っ
た
疑
問
が
生
じ
て
こ
よ
う
。
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こ
れ
に
対
し
、
最
高
裁
は
、
秋
北
バ
ス
事
件
・
最
大
判
昭
四
三
・
一
二
・
二
五
民
集
二
二
巻
一
三
号
三
四
五
九
頁
に
お
い
て
、
こ
の
よ

う
な
学
説
の
対
立
を
い
わ
ば
止
揚
す
る
形
（
即
ち
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
労
働
契
約
の
内
容
に
な
る
と
い
う
意
味
で
契
約
説
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
と
は
い
え
労
働
者
の
個
別
同
意
を
要
す
る
こ
と
な
し
に
就
業
規
則
が
労
働
者
を
拘
束
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
形
）
で
法
理
の

形
成
・
提
示
を
行
い
、
以
後
こ
れ
が
法
実
務
に
定
着
し
確
立
さ
れ
た
判
例
法
理
と
な
っ
た
。
即
ち
、
秋
北
バ
ス
事
件
・
最
高
裁
判
決
は
、

「
元
来
、『
労
働
条
件
は
、
労
働
者
と
使
用
者
が
、
対
等
の
立
場
に
お
い
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
』（
労
働
基
準
法
二
条
一
項
）
が
、

多
数
の
労
働
者
を
使
用
す
る
近
代
企
業
に
お
い
て
は
、
労
働
条
件
は
、
経
営
上
の
要
請
に
基
づ
き
、
統
一
的
か
つ
画
一
的
に
決
定
さ
れ
、

労
働
者
は
、
経
営
主
体
が
定
め
る
契
約
内
容
の
定
型
に
従
っ
て
、
附
従
的
に
契
約
を
締
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
立
た
さ
れ
る
の
が
実

情
で
あ
り
、
こ
の
労
働
条
件
を
定
型
的
に
定
め
た
就
業
規
則
は
、
一
種
の
社
会
的
規
範
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が

合
理
的
な
労
働
条
件
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
経
営
主
体
と
労
働
者
と
の
間
の
労
働
条
件
は
、
そ
の
就
業
規
則
に
よ
る
と
い

う
事
実
た
る
慣
習
が
成
立
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
法
的
規
範
性
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
（
民
法
九
二
条
参
照
）
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。」、「
就
業
規
則
は
、
当
該
事
業
場
内
で
の
社
会
的
規
範
た
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
法
的
規
範
と
し
て
の
性
質
を
認
め
ら

れ
る
に
至
っ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
当
該
事
業
場
の
労
働
者
は
、
就
業
規
則
の
存
在
お
よ
び
内
容
を
現
実
に
知
っ
て
い

る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
こ
れ
に
対
し
て
個
別
的
に
同
意
を
与
え
た
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
当
然
に
、
そ
の
適
用
を
受
け
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
た

（
７
）

。

こ
の
よ
う
な
最
高
裁
判
決
に
関
し
て
、
学
説
は
、
当
初
、
こ
れ
を
独
自
の
法
規
説
と
捉
え
て
、
法
規
範
性
を
法
律
行
為
の
意
思
解
釈
規
定

で
あ
る
民
法
九
二
条
か
ら
導
く
点
に
矛
盾
・
混
乱
が
あ
る
と
か
法
規
範
性
を
基
礎
づ
け
る
根
拠
が
曖
昧
で
あ
る
と
か
の
批
判
を
加
え
て
い
た

（
８
）

。

と
こ
ろ
が
、
後
に
、
こ
の
判
決
の
い
う
「
法
的
規
範
」
と
は
「
法
規
範
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
契
約
内
容
と
な
っ
て
法
的
効
力
を
有
す
る

契
約
規
範
の
意
味
で
あ
る
と
解
し
、
従
っ
て
、
こ
の
判
決
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
、
旅
客
輸
送
、
保
険
契
約
な
ど
不
特
定
多
数
の
顧
客
を
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相
手
に
大
量
取
引
を
行
う
ケ
ー
ス
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
普
通
契
約
約
款
に
つ
き
、
事
前
の
開
示
と
内
容
の
合
理
性
を
要
件
と
し
て
「
契
約

内
容
は
約
款
に
よ
る
」
と
い
う
事
実
た
る
慣
習
を
媒
介
に
し
て
そ
の
拘
束
力
を
認
め
る
と
い
う
法
理
（
即
ち
、
定
型
的
契
約
内
容
を
定
め
た

約
款
が
契
約
内
容
と
な
る
と
す
る
法
理
）
を
就
業
規
則
に
も
及
ぼ
し
あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
と
の
理
解
が
示
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
判
例
法

理
を
契
約
説
の
一
種
で
あ
る
約
款
説
な
い
し
定
型
契
約
説
と
位
置
づ
け
る
認
識
な
い
し
見
解
が
有
力
か
つ
一
般
的
と
な
っ
た

（
９
）

。

こ
れ
を
受
け
、
こ
れ
に
沿
う
形
で
、
後
の
最
高
裁
判
例
は
、
更
に
、
就
業
規
則
に
合
理
性
が
あ
れ
ば
当
該
就
業
規
則
が
労
働
契
約
内
容

と
な
る
こ
と
（
電
電
公
社
帯
広
局
事
件
・
最
一
小
判
昭
六
一
・
三
・
一
三
労
判
四
七
〇
号
六
頁
、
日
立
製
作
所
武
蔵
工
場
事
件
・
最
一
小

判
平
三
・
一
一
・
二
八
民
集
四
五
巻
八
号
一
二
七
〇
頁
）、
及
び
就
業
規
則
が
拘
束
力
を
有
す
る
た
め
に
は
周
知
が
必
要
で
あ
る
こ
と

（
フ
ジ
興
産
事
件
・
最
二
小
判
平
一
五
・
一
〇
・
一
〇
労
判
八
六
一
号
五
頁
）
を
明
ら
か
に
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
と
に
か
く
、
法
実
務

に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
法
理
が
判
例
法
理
と
し
て
確
立
・
定
着
し
、（
明
示
・
黙
示
の
合
意
を
必
要
と
し
問
題
と
す
る
厳
格
な
意
味

で
の
）
契
約
説
と
法
規
説
の
対
立
と
い
う
基
本
構
図
を
提
示
す
る
学
説
と
は
大
き
な
理
論
的
乖
離
を
み
せ
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た

（
10
）

。

こ
の
よ
う
な
最
高
裁
が
提
示
す
る
判
例
法
理
に
つ
い
て
は
、「
労
働
契
約
関
係
は
、
組
織
的
労
働
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
公
平
な
労
働

条
件
と
統
一
的
な
規
律
を
必
要
と
し
、
そ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
契
約
内
容
の
定
型
化
を
要
請
す
る
。
そ
し
て
、
就
業
規
則
は
か
か
る
定

型
的
内
容
を
定
め
た
も
の
と
し
て
、
当
該
事
業
場
に
お
い
て
普
通
契
約
約
款
の
よ
う
な
機
能
を
営
む
の
で
あ
る
。
最
高
裁
の
右
判
旨
は
、

労
働
関
係
の
こ
の
よ
う
な
実
態
を
労
働
者
保
護
の
配
慮
（「
合
理
的
な
労
働
条
件
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
」）
を
加
え
つ
つ
契

約
関
係
の
基
本
的
構
成
に
投
影
し
た
も
の
で
あ
り
、
是
認
で
き
る
法
的
構
成
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
述
べ
て
、
こ
れ
を
高
く
評
価
す
る
見

解
（
11
）

も
存
す
る
も
の
の
、
多
く
の
学
説
は
こ
れ
を
批
判
的
に
受
け
止
め
て
い
る
。
実
際
、
判
例
法
理
に
は
、
不
特
定
多
数
の
顧
客
を
対
象
と

す
る
約
款
取
引
と
労
働
契
約
を
同
視
し
て
よ
い
の
か
、
契
約
説
と
い
い
な
が
ら
合
意
な
き
契
約
論
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
果
た

し
て
判
例
の
い
う
よ
う
な
事
実
た
る
慣
習
が
存
し
て
い
る
の
か
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
合
理
性
の
判
断
基
準
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
理
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論
的
に
不
明
確
で
あ
る
、
と
い
っ
た
多
く
の
問
題
点
が
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
12
）

。

（2）

従
来
の
議
論
に
対
す
る
若
干
の
検
討

以
上
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
就
業
規
則
の
拘
束
力
な
い
し
法
的
性
質
に
関
し
て
は
、
学
説
に
お
け
る
契
約
説
と
法
規
説
の
対
立
、
そ

れ
を
尻
目
に
し
て
の
法
実
務
に
お
け
る
約
款
説
な
い
し
定
型
契
約
説
の
確
立
・
定
着
と
い
う
い
わ
ば
分
岐
し
た
理
論
構
図
な
い
し
議
論
状

況
が
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
次
の
点
に
お
い
て
基
本
的
な
共
通
性
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
労
働
基
準
法
は
、
旧
九
三
条
の
規
定
か
ら
し
て
、
就
業
規
則
を
事
業
場
の
小
労
働
基
準
法
、
即
ち
事
業
場
の
最

低
基
準
を
規
定
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
通
常
は
、
全
国
一
律
に
労
働
条
件
の

最
低
基
準
を
定
め
る
労
働
基
準
法
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
個
々
の
労
働
者
の
現
実
の
労
働
条
件
そ
れ
自
体
と
は
な
ら
な
い
の
と
同
様
に
、
最
低

基
準
と
し
て
の
就
業
規
則
も
直
ち
に
個
々
の
労
働
条
件
を
直
接
規
律
す
る
も
の
と
は
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

（
13
）

。
要
は
、
も
と
も

と
は
、
労
働
基
準
法
は
、
最
低
基
準
を
定
め
た
就
業
規
則
を
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し
つ
つ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
個
別
合
意
、
即
ち
労
働
契

約
に
よ
っ
て
具
体
的
な
労
働
条
件
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
14
）

。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
多
く
の
企
業

に
お
い
て
、
就
業
規
則
に
、
最
低
基
準
で
は
な
く
現
実
の
労
働
条
件
そ
の
も
の
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
労
働
契
約
が

違
反
し
た
場
合
の
就
業
規
則
の
「
効
力
」
で
は
な
く
、
労
働
契
約
が
何
も
規
定
し
て
い
な
い
場
合
に
、
就
業
規
則
が
い
か
に
し
て
労
働
契

約
を
規
律
す
る
か
と
い
う
就
業
規
則
の
「
拘
束
力
」
を
め
ぐ
る
問
題
が
正
面
か
ら
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る

（
15
）

（「
労
働
契
約
条
件

と
し
て
の
就
業
規
則

（
16
）

」）。
（一）
で
み
た
議
論
は
い
ず
れ
も
こ
の
よ
う
な
「
拘
束
力
」
の
根
拠
を
め
ぐ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
も

そ
も
労
働
基
準
法
が
想
定
し
て
い
た
職
場
の
「
最
低
基
準
と
し
て
の
就
業
規
則
」
の
役
割
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う

（
17
）

。

た
だ
、
議
論
を
分
け
た
の
は
、
労
働
基
準
法
が
措
定
し
た
も
の
を
超
え
る
就
業
規
則
の
役
割
を
私
的
自
治
を
基
本
に
据
え
て
契
約
法
理



25－労働契約法七条についての一考察（一）（三井）

の
観
点
か
ら
（
あ
る
い
は
契
約
を
ベ
ー
ス
に
し
て
）
説
明
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
く
ま
で
労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
労
働
基
準
法
の
法

規
制
の
延
長
線
上
で
説
明
す
る
の
か
の
考
え
方
の
違
い
で
あ
り
、
ま
た
、
か
り
に
契
約
な
い
し
契
約
法
理
を
ベ
ー
ス
と
す
る
と
し
て
も
、

学
説
の
契
約
説
と
判
例
法
理
の
考
え
方
を
分
け
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
観
点
で
あ
る
。
即
ち
、
前
者
が
あ
く
ま
で
も
私
法
体
系
の
基
礎
で

あ
る
私
的
自
治
の
原
則
を
前
提
と
し
て
基
本
的
に
労
働
者
と
使
用
者
の
個
別
契
約
、
つ
ま
り
個
別
合
意
な
い
し
当
事
者
意
思
の
意
義
な
い

し
役
割
を
重
視
し
て
議
論
を
進
め
る
の
に
対
し
、
後
者
は
労
働
関
係
の
組
織
性
・
集
団
性
を
考
慮
に
入
れ
労
働
条
件
の
集
団
的
・
画
一
的

決
定
を
重
視
し
て
就
業
規
則
を
単
な
る
契
約
の
ひ
な
形
と
い
う
よ
り
も
約
款
な
い
し
は
約
款
類
似
の
も
の
と
捉
え
る
こ
と
で
当
事
者
意
思

よ
り
も
法
技
術
論
的
に
就
業
規
則
が
契
約
内
容
と
な
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
力
点
を
置
い
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
労
働
基

準
法
旧
九
三
条
の
最
低
基
準
保
障
的
効
力
に
関
し
て
は
、
契
約
説
に
お
い
て
も
近
年
は
労
働
基
準
法
が
労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
政
策
的

に
あ
く
ま
で
最
低
基
準
効
と
し
て
（
限
定
的
な
）
規
範
的
効
力
を
認
め
た
と
解
す
る
こ
と
で
見
解
が
一
致
し
て
き
て
い
た
こ
と
を
補
足
し

て
お
く

（
18
）

。

（二）

労
働
契
約
法
七
条
の
規
定
内
容
と
守
備
範
囲
を
め
ぐ
る
問
題
点

さ
て
、
労
働
契
約
法
七
条
は
、「
労
働
者
及
び
使
用
者
が
労
働
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
お
い
て
、
使
用
者
が
合
理
的
な
労
働
条
件
が

定
め
ら
れ
て
い
る
就
業
規
則
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
働
契
約
の
内
容
は
、
そ
の
就
業
規
則
で
定
め
る
労
働
条
件
に

よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
労
働
契
約
に
お
い
て
、
労
働
者
及
び
使
用
者
が
就
業
規
則
の
内
容
と
異
な
る
労
働
条
件
を
合
意
し
て
い
た

部
分
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
限
り
で
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
労
働
基
準
法
に
規
定
が

欠
け
て
い
た
就
業
規
則
の
拘
束
力
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
周
知
の
要
件
を
説
く
判
例
（
前
掲
・
フ
ジ
興
産
事
件
・
最
高
裁
判
決
）
を

合
わ
せ
て
確
立
さ
れ
た
判
例
法
理
（
前
掲
・
秋
北
バ
ス
事
件
・
最
高
裁
判
決
）
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
19
）

。
し
か
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
就
業
規
則
の
拘
束
力
な
い
し
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
問
題
が
す
べ
て
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
議
論
が
錯
綜
し
混
乱
が
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生
じ
た
部
分
も
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
は
次
章
に
お
い
て
行
う
が
、
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
は
労

働
契
約
法
七
条
を
め
ぐ
り
何
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
第
一
は
、
た
と
え
労
働
契
約
法
七
条
が
秋
北
バ
ス
事
件
・
最
高
裁
判
決
を
は
じ
め
と
す
る
確
立
さ
れ
た
判
例
法
理
を
確
認
す
る
規

定
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は
も
は
や
単
な
る
判
例
法
理
そ
の
も
の
で
は
な
く
あ
く
ま
で
制
定
法
の
条
文
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
判
例
は
、
就
業
規
則
の
拘
束
力
の
法
的
根
拠
と
し
て
法
律
行
為
の
意
思
解
釈
規
定
で
あ
る
民
法
九
二
条
を
援
用
し
て
い
た
が
、
労

働
契
約
法
七
条
は
、
確
立
さ
れ
た
判
例
法
理
の
結
論
（
法
的
帰
結
）
の
み
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
も
は
や
約
款
説
な
い
し
定
型
契

約
説
の
基
礎
を
な
す
民
法
九
二
条
に
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
労
働
契
約
法
は
、
そ
れ
自
身
と
し
て
、
就
業
規
則
を
ど
の
よ
う
な

性
質
の
文
書
と
捉
え
、
そ
れ
が
い
か
な
る
法
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
労
働
契
約
内
容
と
な
る
と
規
定
し
て
い
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と

が
依
然
と
し
て
問
題
と
な
る

（
20
）

。

第
二
に
、
労
働
契
約
法
七
条
は
、
既
に
就
業
規
則
が
存
し
て
い
る
状
態
で
新
た
に
労
働
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
関
す
る
規
定
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
規
定
の
仕
方
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
就
業
規
則
が
存
し
な
か
っ
た
事
業
場
に
新
た
に
就
業
規
則
が
設
け
ら
れ
た
よ
う
な

場
合
に
、
果
た
し
て
こ
の
就
業
規
則
が
既
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
従
業
員
の
労
働
契
約
内
容
に
な
る
の
か
否
か
、
そ
し
て
ま
た
、
か
り
に
契

約
内
容
に
な
る
と
し
て
も
ど
の
よ
う
な
法
理
な
い
し
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
り
そ
れ
を
説
明
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

第
三
に
、
労
働
契
約
法
七
条
は
、
就
業
規
則
の
効
力
（
最
低
基
準
保
障
的
効
力
）
を
規
定
す
る
同
法
一
二
条
と
い
か
な
る
関
係
に
立
つ

の
か
が
問
題
と
な
る
。
労
働
協
約
の
規
範
的
効
力
を
定
め
る
労
働
組
合
法
一
六
条
は
、
労
働
協
約
と
労
働
契
約
の
関
係
に
つ
き
、
①
協
約

に
違
反
す
る
契
約
条
項
を
無
効
と
す
る
強
行
的
効
力
、
②
無
効
と
な
っ
た
部
分
は
協
約
の
定
め
に
よ
る
と
す
る
直
律
的
効
力
、
③
契
約
に

定
め
が
な
い
場
合
に
は
協
約
が
契
約
内
容
を
補
充
す
る
と
す
る
補
充
的
効
力
、
の
三
つ
の
効
力
を
セ
ッ
ト
に
し
て
規
定
し
て
い
る
が
、
労

働
契
約
法
で
は
一
二
条
が
就
業
規
則
の
強
行
的
効
力
と
直
律
的
効
力
を
規
定
し
つ
つ
、
こ
れ
と
は
別
に
七
条
が
就
業
規
則
が
契
約
内
容
と
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な
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
強
行
的
効
力
・
直
律
的
効
力
・
補
充
的
効
力
の
三
つ
の
効
力
を
同
じ
条
文
で
規
定
し
こ
れ
ら
を
規
範
的
効
力

と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
で
き
る
労
働
協
約
と
は
異
な
り
、
就
業
規
則
に
つ
い
て
は
労
働
契
約
と
の
関
係
に
つ
き
二
つ
の
条
文
に
ま
た
が
っ

て
規
定
が
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
ま
た
、
か
り
に
就
業
規
則
に
つ
き
補
充
的
効
力
を
規
定
す

る
の
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
強
行
的
効
力
・
直
律
的
効
力
と
補
充
的
効
力
と
を
二
つ
の
条
文
に
分
け
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て

ひ
と
つ
の
条
文
で
規
定
す
べ
き
こ
と
が
本
来
の
筋
で
は
な
い
の
か
。

第
四
に
、
労
働
契
約
法
七
条
の
本
文
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
但
書
と
の
関
係
を
い
か
に
捉
え
る
べ
き
か
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
労
働
基
準
法
に
お
い
て
は
就
業
規
則
は
事
業
場
の
最
低
基
準
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
て
い
た
（
旧
九
三
条
参
照
）
が
、
既
に
若

干
言
及
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
就
業
規
則
を
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し
て
労
働
契
約
に
よ
っ
て
労
働
条
件
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
そ

も
そ
も
は
想
定
な
い
し
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
契
約
法
一
二
条
が
労
働
基
準
法
旧
九
三
条
が
規
定
し
て
い
た
就
業
規

則
の
最
低
基
準
性
（
最
低
基
準
保
障
的
効
力
）
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
法
目
的
を
規
定
し
た
労
働
契
約
法
一
条
に
は
同
法
に
と
っ
て
基

本
的
意
義
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
「
労
働
者
及
び
使
用
者
の
自
主
的
な
交
渉
」
と
い
う
言
葉
が
明
示
的
に
掲
げ
ら
れ
、
労
働
契
約
法
一
条
、

三
条
一
項
、
六
条
、
八
条
、
九
条
な
ど
に
お
い
て
は
合
意
に
よ
る
労
働
契
約
の
成
立
・
変
更
の
原
則
が
繰
り
返
し
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
以

上
か
ら
す
れ
ば
、
労
働
契
約
法
七
条
に
あ
っ
て
は
、
本
文
よ
り
も
む
し
ろ
自
主
的
交
渉
に
基
づ
く
個
別
合
意
に
よ
る
労
働
条
件
決
定
の
可

能
性
に
言
及
す
る
但
書
こ
そ
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
、
七
条
の
意
義
な
い
し
は

基
本
趣
旨
・
基
本
構
造
を
い
か
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。

以
上
の
よ
う
な
諸
問
題
に
つ
き
、
章
を
改
め
て
二
で
論
点
を
相
互
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
（
な
お
、

そ
う
は
い
っ
て
も
、
論
述
の
都
合
上
、
二
に
お
い
て
は
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
触
れ
る
に
と
ど
ま
り
十
分
な
検
討
が
で
き
な
い
一
部
の
事
項
に

つ
い
て
は
、
三
に
お
い
て
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
に
な
る
点
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
）。
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（
１
）

有
泉
亨
『
労
働
基
準
法
』（
一
九
六
三
年
、
有
斐
閣
）
二
〇
八
頁
。

（
２
）

労
働
基
準
法
旧
九
三
条
の
就
業
規
則
の
効
力
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
青
木
宗
也
＝
片
岡i

（
編
）『
注
解
法
律
学
全
集
45

労
働
基
準
法
2
』（
一

九
九
五
年
、
青
林
書
院
）
二
九
〇
頁
以
下
〔
三
井
正
信
執
筆
〕。

（
３
）

労
働
組
合
法
一
六
条
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
東
京
大
学
労
働
法
研
究
会
『
注
釈
労
働
組
合
法
　
下
巻
』（
一
九
八
二
年
、
有
斐
閣
）
七
八
八
頁
以
下
。
併

せ
て
、
規
範
的
効
力
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
西
谷
敏
「
労
働
協
約
論
」
籾
井
常
喜
（
編
）『
戦
後
労
働
法
学
説
史
』（
一
九
九
六
年
、
労
働
旬
報
社
）

三
九
六
頁
以
下
、
中
窪
裕
也
「
労
働
協
約
の
規
範
的
効
力
」
季
刊
労
働
法
一
七
二
号
（
一
九
九
四
年
）
九
四
頁
以
下
も
参
照
。
な
お
、
多
く
の
論
者
は
、
通

常
、
本
文
で
い
う
と
こ
ろ
の
直
律
的
効
力
と
補
充
的
効
力
を
合
わ
せ
て
（
ま
と
め
て
）
直
律
的
効
力
（
あ
る
い
は
補
充
的
効
力
）
と
呼
ん
で
い
る
が
、
本
稿

で
は
、
用
語
法
的
に
は
通
説
的
見
解
と
は
異
な
る
が
、
協
約
違
反
で
無
効
と
な
っ
た
場
合
に
問
題
と
な
る
効
力
と
、
そ
も
そ
も
労
働
契
約
に
規
定
が
な
い
場

合
の
効
力
を
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
両
者
を
区
別
し
別
の
名
称
で
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。

（
４
）

諏
訪
康
雄
「
就
業
規
則
」
労
働
法
文
献
研
究
会
（
編
）『
文
献
研
究
　
労
働
法
学
』（
一
九
七
八
年
、
総
合
労
働
研
究
所
）
九
六
頁
。
ち
な
み
に
、
就
業
規

則
法
理
を
整
理
分
類
す
る
こ
の
論
文
が
書
か
れ
た
以
降
も
新
た
な
学
説
が
登
場
し
続
け
て
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
労
働
契
約
法
が
制
定
さ
れ
る
直
前
に

お
い
て
は
よ
り
複
雑
な
理
論
構
図
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

（
５
）

近
年
の
代
表
的
な
学
説
と
し
て
、
浜
田
冨
士
郎
「
就
業
規
則
と
労
働
契
約
」
本
多
淳
亮
先
生
還
暦
記
念
『
労
働
契
約
の
研
究
』（
一
九
八
六
年
、
法
律
文

化
社
）
三
八
三
頁
以
下
、
土
田
道
夫
『
労
務
指
揮
権
の
現
代
的
展
開
』（
一
九
九
九
年
、
信
山
社
）
三
四
八
頁
以
下
、
同
『
労
働
法
概
説
1
』（
二
〇
〇
四
年
、

弘
文
堂
）
五
六
頁
以
下
、
下
井
隆
史
『
労
働
基
準
法
〔
第
４
版
〕』（
二
〇
〇
七
年
、
有
斐
閣
）
三
五
九
頁
以
下
な
ど
。

（
６
）

近
年
の
代
表
的
な
学
説
と
し
て
、
西
谷
敏
「
就
業
規
則
」
片
岡i

ほ
か
『
新
労
働
基
準
法
論
』（
一
九
八
二
年
）
四
四
五
頁
以
下
。
な
お
、
こ
の
説
の
先

駆
を
な
す
保
護
法
授
権
説
を
説
く
見
解
と
し
て
、
沼
田
稲
次
郎
「
就
業
規
則
の
法
的
性
質
」
学
会
誌
労
働
法
四
号
（
一
九
五
四
年
）
一
頁
以
下
、
同
『
労
働

法
要
説
〔
改
訂
版
〕』（
一
九
七
一
年
、
法
律
文
化
社
）
二
四
三
頁
以
下
、
法
的
効
力
付
与
説
の
先
駆
的
業
績
と
し
て
、
蓼
沼
謙
一
「
就
業
規
則
の
法
的
性
質

と
効
力
」
季
刊
労
働
法
別
冊
一
号
『
労
働
基
準
法
』（
一
九
七
七
年
、
総
合
労
働
研
究
所
）
二
七
五
頁
以
下
。

（
７
）

秋
北
バ
ス
事
件
・
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
水
町
勇
一
郎
「
就
業
規
則
の
法
的
性
質
」
菅
野
和
夫
＝
西
谷
敏
＝
荒
木
尚
志
（
編
）『
労

働
判
例
百
選
﹇
第
七
版
﹈』（
二
〇
〇
二
年
、
有
斐
閣
）
五
四
―
五
五
頁
、
大
内
伸
哉
「
就
業
規
則
の
変
更
に
よ
る
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
は
、
ど
こ
ま
で

で
き
る
の
？
」
法
学
教
室
三
三
七
号
（
二
〇
〇
八
年
）
九
〇
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。

（
８
）

石
井
照
久
『
新
版
　
労
働
法
　
第
三
版
』（
一
九
七
三
年
、
弘
文
堂
）
一
二
七
頁
、
片
岡i
『
労
働
法
（2）
初
版
』（
一
九
七
五
年
、
有
斐
閣
）
五
〇
八
頁
な
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ど
。

（
９
）

下
井
隆
史
「
就
業
規
則
」
恒
藤
武
二
（
編
）『
論
争
労
働
法
』（
一
九
七
八
年
、
世
界
思
想
社
）
二
七
四
頁
、
同
「
就
業
規
則
の
法
的
性
質
」
日
本
労
働
法

学
会
（
編
）『
現
代
労
働
法
講
座
10

労
働
契
約
・
就
業
規
則
』（
一
九
八
二
年
、
総
合
労
働
研
究
所
）
二
七
四
頁
以
下
、
菅
野
和
夫
「
就
業
規
則
の
法
的
性

質
」
蓼
沼
謙
一
＝
横
井
芳
弘
（
編
）『
労
働
法
の
争
点
　
初
版
』（
一
九
七
九
年
、
有
斐
閣
）
二
八
六
―
二
八
八
頁
、
同
『
労
働
法
　
初
版
』（
一
九
八
五
年
、

弘
文
堂
）
九
〇
頁
以
下
。

（
10
）

東
京
大
学
労
働
法
研
究
会
（
編
）『
注
釈
労
働
基
準
法
　
下
巻
』（
二
〇
〇
三
年
、
有
斐
閣
）
九
六
一
頁
以
下
〔
王
能
君
執
筆
〕、
荒
木
尚
志
『
雇
用
シ
ス

テ
ム
と
労
働
条
件
変
更
法
理
』（
二
〇
〇
一
年
、
有
斐
閣
）
二
四
〇
頁
以
下
、
同
「
新
労
働
法
講
義
　
第
７
回
　
第
５
章
　
就
業
規
則
と
労
働
条
件
設
定
・

変
更
（1）
」
法
学
教
室
三
一
三
号
（
二
〇
〇
六
年
）
六
四
頁
以
下
、
水
町
勇
一
郎
『
労
働
法
　
第
２
版
』（
二
〇
〇
八
年
、
有
斐
閣
）
九
六
―
九
七
頁
、
菅
野

和
夫
『
労
働
法
　
第
八
版
』（
二
〇
〇
八
年
、
弘
文
堂
）
一
〇
五
頁
以
下
。

（
11
）

菅
野
・
前
掲
注
（
９
）『
労
働
法
　
初
版
』
九
三
頁
。

（
12
）

以
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
片
岡i

＝
前
田
達
男
（
編
）『
労
働
法
』（
一
九
九
五
年
、
青
林
書
院
）
二
八
〇
頁
〔
三
井
正
信
執
筆
〕、
三
井
正
信
「
就

業
規
則
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
〇
五
年
二
月
号
二
五
頁
、
同
「
就
業
規
則
と
労
働
条
件
の
変
更
」
角
田
邦
重
＝
毛
塚
勝
利
＝
脇
田
滋
（
編
）『
新
現
代
労
働

法
入
門
〔
第
３
版
〕』（
二
〇
〇
五
年
、
法
律
文
化
社
）
二
五
三
頁
な
ど
を
参
照
。

（
13
）

三
井
正
信
「
就
業
規
則
法
理
の
再
検
討
」
修
道
法
学
二
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）
八
八
頁
。

（
14
）

道
幸
哲
也
『
職
場
に
お
け
る
自
立
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
』（
一
九
九
五
年
、
日
本
評
論
社
）
一
九
五
頁
、
一
九
八
頁
。

（
15
）

就
業
規
則
の
「
効
力
」
と
「
拘
束
力
」
の
違
い
及
び
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
青
木
＝
片
岡
（
編
）
・
前
掲
注
（
２
）
書
二
九
五
頁
以
下
〔
三
井
正
信

執
筆
〕。
な
お
、
就
業
規
則
の
効
力
と
拘
束
力
を
区
別
し
て
法
理
論
を
展
開
す
る
先
駆
的
業
績
と
し
て
、
荒
木
誠
之
「
就
業
規
則
の
効
力
」
石
井
照
久
＝
有

泉
亨
（
編
）『
労
働
法
体
系
５
　
労
働
契
約
・
就
業
規
則
』（
一
九
六
三
年
、
有
斐
閣
）
六
八
頁
以
下
。

（
16
）

二
種
類
の
就
業
規
則
概
念
及
び
そ
の
区
別
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
三
井
・
前
掲
注
（
13
）
論
文
七
一
頁
以
下
（
特
に
、
八
六
頁
以
下
）。

（
17
）

三
井
・
前
掲
注
（
13
）
論
文
八
九
頁
、
同
・
前
掲
注
（
12
）「
就
業
規
則
」
二
三
頁
。

（
18
）

注
（
２
）、
注
（
５
）
に
掲
げ
た
文
献
を
参
照
。

（
19
）

労
働
契
約
法
に
関
す
る
通
達
で
あ
る
平
成
二
〇
年
一
月
二
三
日
基
発
第
〇
一
二
三
〇
〇
四
号
「
労
働
契
約
法
の
施
行
に
つ
い
て
」
は
、
労
働
契
約
法
九
条

と
一
〇
条
に
つ
き
「
確
立
し
た
最
高
裁
判
所
の
判
例
法
理
に
沿
っ
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
判
例
法
理
に
変
更
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
」
を
確
認
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二
　
労
働
契
約
法
七
条
の
効
力

（一）

労
働
契
約
法
七
条
と
就
業
規
則
の
法
的
性
格

以
下
で
は
ま
ず
労
働
契
約
法
七
条
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
提
示
さ
れ
た
代
表
的
な
学
説
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（1）

新
法
規
説

さ
て
、
既
に
み
た
、
秋
北
バ
ス
事
件
・
最
高
裁
判
決
以
降
確
立
さ
れ
た
判
例
法
理
は
、
就
業
規
則
を
約
款
類
似
の
も
の
と
捉
え
、
法
律

行
為
の
解
釈
規
定
で
あ
る
民
法
九
二
条
を
援
用
す
る
こ
と
で
事
実
た
る
慣
習
を
媒
介
と
し
て
労
働
契
約
当
事
者
の
意
思
解
釈
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
就
業
規
則
の
拘
束
力
を
認
め
た
。
こ
の
法
理
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、（
就
業
規
則
そ
れ
自
体
に
対
す
る
労
働
者
の
同
意
を

問
題
と
し
な
い
と
は
い
え
）
か
ろ
う
じ
て
契
約
説
に
踏
み
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
労
働
契
約
法
七
条
は
、

こ
の
判
決
の
帰
結
の
み
を
確
認
し
た
に
す
ぎ
ず
、
就
業
規
則
が
労
働
契
約
に
対
し
て
拘
束
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
根
拠
と
し
て
も
は
や

民
法
九
二
条
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
労
働
契
約
法
七
条
が
直
接
就
業
規
則
に
労
働
契
約
に
対
す
る
拘
束
力
を
認
め
た
と
す
る

見
解
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
、
法
律
の
条
文
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
ス
ト
レ
ー
ト
か
つ
素
朴
な
解
釈
で
あ
る
と
い
え
る
が
、

そ
の
代
表
的
な
見
解
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
菅
野
は
、
労
働
契
約
法
七
条
は
、「
こ
の
判
例
法
理
〔
筆
者
注：

秋
北
バ
ス
・
最
高
裁
判
決
〕
を
『
事
実
た
る
慣
習
』
な
ど

し
て
い
る
。

（
20
）

例
え
ば
、
菅
野
・
前
掲
注
（
10
）
書
一
一
〇
―
一
一
一
頁
が
、
労
働
契
約
法
七
条
に
つ
き
、「
判
例
法
理
を
『
事
実
た
る
慣
習
』
な
ど
の
媒
介
法
理
を
用

い
ず
に
端
的
に
立
法
化
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
労
働
契
約
法
が
判
例
法
理
と
同
じ
帰
結
を
も
た
ら
す
た
め
に
い
か
な
る
法
技
術
に
よ
り
就

業
規
則
と
労
働
契
約
と
を
関
係
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
が
ま
さ
に
解
釈
論
的
に
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
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の
媒
介
法
理
を
用
い
ず
に
端
的
に
立
法
化
し
た
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
よ
う
に
労
働
契
約
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
効
力

を
就
業
規
則
の
「
労
働
契
約
規
律
効
」
と
呼
ん
で
い
る

（
１
）

。
た
だ
、
菅
野
は
、
最
高
裁
法
理
を
か
つ
て
「
普
通
契
約
約
款
説

（
２
）

」
な
い
し
「
定

型
契
約
説

（
３
）

」
と
位
置
づ
け
契
約
説
的
観
点
か
ら
捉
え
て
い
た
の
だ
が
、
労
働
契
約
法
制
定
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
最
新
の
版
の
教
科
書
に
お

い
て
は
、「
判
例
法
理
に
つ
い
て
は
、
両
説
〔
注：

法
規
範
説
（
法
規
説
）
と
契
約
説
〕
の
い
ず
れ
に
立
っ
て
い
る
の
か
理
解
が
分
か
れ
、

ま
た
両
説
い
ず
れ
と
理
解
し
て
も
そ
の
理
論
を
修
正
し
た
独
自
の
処
理
基
準
を
樹
立
し
て
い
る
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
る

に
至
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、「
労
働
契
約
法
の
就
業
規
則
に
関
す
る
諸
規
定
は
、
そ
の
よ
う
な
判
例
法
理
の
処
理
基
準
を
法
文
化
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
判
例
法
理
と
同
様
に
、
就
業
規
則
の
法
的
性
質
に
関
す
る
法
規
範
説
・
契
約
説
の
立
場
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
就
業
規
則

の
労
働
契
約
に
対
す
る
効
力
を
定
め
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
説
明
を
加
え
る
こ
と
に
な
る

（
４
）

。
こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
法

規
範
説
（
法
規
説
）
・
契
約
説
に
と
ら
わ
れ
な
い
と
説
く
こ
と
で
両
説
の
対
立
を
相
対
化
し
ぼ
か
し
て
し
ま
う
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
法
規
説
的
理
解
を
必
ず
し
も
全
面
的
に
排
除
し
な
い
こ
と
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
か
え
っ
て
法
規
説
的

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
残
存
さ
せ
る
結
果
に
至
る
と
と
も
に
、
就
業
規
則
に
よ
る
労
働
契
約
の
規
律
を
考
え
る
場
合
に
は
、
立
法
的
解
決
が
は

か
ら
れ
た
以
上
は
も
は
や
就
業
規
則
そ
れ
自
体
を
問
題
に
す
る
必
要
は
な
く
、
法
律
の
規
定
そ
れ
自
体
こ
そ
が
重
要
な
い
し
本
質
的
で
あ

る
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う

（
５
）

。
そ
し
て
、
こ
の
説
は
、
結
局
は
、
法
律
が
就
業
規
則
に
関
し
て
「
規
律
効
」
と
い
う
「
効
力
」

を
規
定
し
た
、
即
ち
、
法
律
が
就
業
規
則
に
「
規
律
効
」
と
い
う
「
効
力
」
を
付
与
し
た
と
い
う
結
論
に
帰
着
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

っ
て
、
最
終
的
に
は
、
か
つ
て
の
法
規
説
の
代
表
的
な
立
場
で
あ
っ
た
法
的
効
力
付
与
説
に
類
似
し
た
発
想
な
い
し
理
論
構
造
を
と
る
こ

と
に
な
る

（
６
）

。
従
っ
て
、
こ
の
説
は
端
的
に
法
規
説
（
以
下
で
は
、
か
つ
て
の
就
業
規
則
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
法
規
説
と
区
別
す
る
意
味

で
新
法
規
説
と
呼
ぶ
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
菅
野
は
、
併
せ
て
、「
労
働
契

約
法
は
、
就
業
規
則
の
効
力
を
合
意
の
原
則
か
ら
出
発
し
て
規
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
合
理
的
な
就
業
規
則
に
つ
い
て
、
労
働
者
と
使
用
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者
間
の
個
別
的
な
特
約
の
な
い
限
り
で
労
働
契
約
の
内
容
を
規
律
す
る
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
の
で
、
契
約
説
を
ベ
ー
ス
に
し
た
立
法
と

理
解
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る

（
７
）

。」
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
労
働
契
約
法
の
就
業
規
則
に
関
す
る
規
定
が
法
規
範

説
・
契
約
説
の
立
場
に
と
ら
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
先
の
説
示
と
相
容
れ
な
い
と
と
も
に
、「
契
約
説
を
ベ
ー
ス
に
し
た
立
法
」
と

い
う
こ
と
の
意
味
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
え
よ
う
（
強
い
て
い
え
ば
、
労
働
契
約
法
七
条
に
は
、
就
業
規
則
が
外
部
規
律
説
的
に
労
働

契
約
に
外
側
か
ら
作
用
す
る
の
で
は
な
く
労
働
契
約
内
容
と
な
る
と
い
う
効
力
が
規
定
さ
れ
て
い
る

（
８
）

と
い
う
意
味
で
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る

（
９
）

）。
な
お
、
ち
な
み
に
、
村
中
が
、「
労
働
契
約
法
は
、
そ
の
よ
う
に
〔
筆
者
注：

判
例
に
よ
っ
て
〕

形
成
さ
れ
、
既
に
実
務
に
お
い
て
も
定
着
し
た
と
見
ら
れ
る
ル
ー
ル
を
制
定
法
に
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
解
釈
論
的
脆
弱
性

と
い
う
問
題
を
克
服
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
今
後
就
業
規
則
は
法
律
に
基
づ
い
て
労
働
契
約
に
対
す
る
特
別
な
効
力
を
も
つ
こ

と
に
な
る

（
10
）

」
と
述
べ
て
い
る
が
、
か
か
る
理
解
は
菅
野
説
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
に
帰
着
す
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
矢
野
は
、
よ
り
直
接
的
に
正
面
か
ら
法
規
説
的
な
帰
結
を
承
認
し
て
い
る
。
即
ち
、
労
働
契
約
法
七
条
を
め
ぐ
る
国
会
で
の
政

府
答
弁
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
結
局
、
法
規
説
で
か
つ
内
容
化
体
説
の
立
場
か
ら
、
本
条
は
規
定
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、「
本
条
は
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
、
就
業
規
則
に
よ
る
労
働
条
件
の
補
充
を
認
め
る
規
定
で
あ
り
、
…
強
行
規
定
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る

（
11
）

。
な

お
、
労
働
契
約
法
に
関
す
る
通
達
（
平
成
二
〇
年
一
月
二
三
日
基
発
〇
一
二
三
〇
〇
四
号
「
労
働
契
約
法
の
施
行
に
つ
い
て
」）
も
労
働

契
約
法
七
条
は
「
就
業
規
則
に
よ
り
労
働
契
約
内
容
を
補
充
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
見
解
に
近
い
立

場
に
立
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

（2）

新
約
款
説

就
業
規
則
の
拘
束
力
な
い
し
法
的
性
質
に
つ
き
、
従
来
の
確
立
し
た
判
例
法
理
を
契
約
説
の
一
種
で
あ
る
約
款
説
な
い
し
定
型
契
約
説

と
位
置
づ
け
る
見
解
が
か
つ
て
は
有
力
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
労
働
契
約
法
七
条
が
か
か
る
判
例
法
理
の
確
認
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
お
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い
て
は
、
労
働
契
約
と
就
業
規
則
の
関
係
に
つ
い
て
の
結
論
な
い
し
帰
結
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
就
業
規
則
の
法
的
性
質
ま
で
も
合

わ
せ
て
そ
の
ま
ま
確
認
さ
れ
て
い
る
と
す
る
理
解
が
登
場
す
る
こ
と
は
あ
る
意
味
で
は
当
然
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
見
解
と
し
て
成
り
立
ち

う
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
、
森
戸
は
、「
就
業
規
則
は
約
款
み
た
い
な
も
の
」、
即
ち
、「
多
数
の
労
働
者
と
契
約
交
渉
す
る
の
は
大
変
だ
か
ら
、
就
業
規

則
に
契
約
条
件
を
書
い
て
お
い
て
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
入
社
時
に
開
示
す
る
。
で
そ
の
内
容
が
『
合
理
的
』
な
ら
、
労
働
契
約
の
内
容
に

な
る
と
考
え
る
。
ま
さ
に
約
款
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
だ
。」
と
述
べ
、
労
働
契
約
法
七
条
に
関
す
る
説
明
を
行
っ
て
い
る

（
12
）

。
ま
た
、
水
町
は
、

「
就
業
規
則
が
一
種
の
『
約
款
』
と
し
て
機
能
し
て
い
る
」、「
日
本
の
就
業
規
則
は
、
労
働
契
約
を
締
結
し
労
働
条
件
を
決
定
す
る
に
あ

た
っ
て
、
一
種
の
約
款
と
し
て
、
そ
の
内
容
を
決
め
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、
判
例
の
展
開
に
よ
り

「
就
業
規
則
の
契
約
説
（
約
款
説
）
的
な
理
解
は
実
務
上
定
着
を
み
る
に
至
っ
て
い
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
、「
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、

労
働
契
約
法
７
条
は
、
…
就
業
規
則
は
労
働
者
へ
の
周
知
と
内
容
の
合
理
性
を
条
件
に
労
働
契
約
と
し
て
の
効
力
を
も
つ
こ
と
を
法
律
上

明
文
化
し
た
（
就
業
規
則
の
契
約
効
）」
と
論
じ
て
い
る

（
13
）

。
な
お
、
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
労
働
契
約
法
七
条
を
め
ぐ
る
説
を
か
つ
て
の

秋
北
バ
ス
事
件
・
最
高
裁
判
決
を
は
じ
め
と
す
る
判
例
法
理
を
め
ぐ
る
約
款
説
と
区
別
す
る
意
味
で
新
約
款
説
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（3）

意
思
解
釈
説

労
働
契
約
法
が
合
意
原
則
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
労
働
契
約
法
が
私
法
的
規
制
を
中
心
と
す
る
民
法
の
特
別
法
、
即
ち
「
契
約

法
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
あ
る
い
は
性
格
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
就
業
規
則
の
拘
束
力
に
つ
い
て
も
当
然
に
か
か
る
原

則
や
法
律
の
基
本
的
性
格
に
合
致
さ
せ
て
理
論
構
成
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
正
当
な
も
の
の
見
方
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
か
か
る
視
点
に
立
脚
し
た
代
表
的
な
考
え
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
が
次
の
見
解
で
あ
る
。

「
今
回
、
労
働
契
約
法
で
就
業
規
則
の
最
低
基
準
的
効
力
（
12
条
）
を
定
め
た
こ
と
は
、
就
業
規
則
と
労
働
契
約
の
関
係
（
就
業
規
則
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の
契
約
拘
束
力
）
を
定
め
た
規
定
（
７
条
）
と
相
ま
っ
て
、
就
業
規
則
の
法
規
範
説
が
優
勢
と
な
る
可
能
性
が
高
い

（
14
）

」
と
の
危
機
感
な
い

し
危
惧
感
か
ら
、
特
に
、
（1）
で
み
た
よ
う
な
法
規
説
的
理
解
（
新
法
規
説
）
に
対
し
て
懸
念
を
示
し
批
判
的
な
立
場
に
立
つ
毛
塚
は
、

「
７
条
は
、
但
書
に
い
う
特
段
の
約
定
が
な
い
限
り
、
就
業
規
則
の
内
容
で
契
約
を
締
結
し
た
も
の
と
み
る
解
釈
原
則
（
合
理
性
と
周
知

を
要
件
に
合
意
の
成
立
を
認
め
る
）
を
定
め
た
も
の
で
、
合
意
ぬ
き
に
就
業
規
則
の
契
約
拘
束
力
を
定
め
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
」
と
説
く
。
従
っ
て
、
労
働
契
約
法
の
制
定
に
よ
り
今
後
は
法
規
説
と
契
約
説
と
い
う
議
論
は
あ
ま
り
意
味
を
も
た
な
く
な
る

と
す
る
指
摘
に
対
し
て
も
、「
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
契
約
説
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
就
業
規
則
が
契
約
内
容
と
な
る
た

め
に
は
、
定
型
契
約
や
約
款
の
解
釈
と
同
様
に
、
重
要
事
項
の
十
分
な
説
明
が
必
要
で
あ
り
、
労
基
法
に
い
う
周
知
で
は
足
り
な
い
等
の

解
釈
が
可
能
」
で
あ
る
と
の
反
論
を
行
う
こ
と
と
な
る

（
15
）

。

（4）

ま
と
め

か
つ
て
、
法
的
規
制
の
不
存
在
か
ら
、
就
業
規
則
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
っ
て
は
、
学
説
に
お
い
て
労
使
の
個
別
合
意
を
重
視
す
る
契
約

説
と
就
業
規
則
の
法
規
範
性
を
認
め
る
（
労
働
基
準
法
が
就
業
規
則
に
法
規
範
類
似
の
効
力
を
付
与
し
た
と
す
る
）
法
規
説
の
対
立
が
み

ら
れ
、
判
例
は
、
こ
れ
を
尻
目
に
独
自
の
約
款
説
な
い
し
定
型
契
約
説
を
展
開
す
る
と
い
う
構
図
と
な
っ
て
い
た
が
、
労
働
契
約
法
七
条

は
、
判
例
法
理
を
確
認
す
る
こ
と
で
こ
れ
に
制
定
法
上
の
根
拠
を
与
え
就
業
規
則
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
問
題
な
い
し
理
論
的
混
乱
に
立

法
的
解
決
を
は
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
議
論
に
終
止
符
を
打
つ
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
今
度
は
出
来
上
が
っ
た
立

法
規
定
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
従
来
と
同
様
な
理
論
的
争
い
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
要
は
、
法
律
の
規
定
の
仕

方
な
い
し
条
文
の
構
造
が
明
確
で
は
な
い
た
め
、
そ
れ
が
新
た
な
論
争
の
火
種
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
労
働
契
約
法
七
条
の
規
定
の

解
釈
を
め
ぐ
っ
て
労
働
法
学
が
新
た
な
課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

労
働
契
約
法
は
小
ぶ
り
な
立
法
で
内
容
的
に
も
不
十
分
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
掲
げ
る
理
念
や
一
般
原
則
か
ら
し
て
労
働
契
約
を
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め
ぐ
る
基
本
法
と
し
て
一
定
の
重
要
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
就
業
規
則
に
関
す
る
規
制
は
ま
さ
に
そ
の
中
核
を
な
す
部
分

で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
重
要
事
項
に
関
し
基
本
的
な
点
に
お
い
て
激
し
く
見
解
の
対
立
が
生
じ
て
き
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で

あ
る
と
と
も
に
、
か
か
る
対
立
は
そ
も
そ
も
労
働
契
約
法
の
意
義
や
性
格
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
も
見
過
ご
す

こ
と
は
で
き
な
い
重
大
な
問
題
を
提
起
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

（二）

就
業
規
則
の
法
的
性
格
を
め
ぐ
る
検
討

（1）

各
説
の
労
働
契
約
法
七
条
に
対
す
る
基
本
的
ス
タ
ン
ス

さ
て
、
以
上
で
労
働
契
約
法
七
条
の
効
力
な
い
し
そ
れ
が
規
定
す
る
就
業
規
則
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
代
表
的
な
見
解
を
み
て
き
た
。

説
の
対
立
は
大
き
い
と
い
え
る
が
、
ま
ず
、
何
故
こ
の
よ
う
な
説
の
分
岐
が
生
じ
た
の
か
と
い
う
こ
と
か
ら
検
討
を
始
め
て
み
よ
う
。

こ
の
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
第
一
に
、
か
つ
て
の
判
例
法
理
が
制
定
法
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
っ
て

も
、
そ
れ
は
も
は
や
単
な
る
判
例
法
理
で
は
な
く
現
在
に
お
い
て
は
制
定
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
事
項
と
な
っ
た
と
い
う
点
を
い
か
に

考
え
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
要
は
、
労
働
契
約
法
制
定
後
は
、
就
業
規
則
と
労
働
契
約
の
関
係
づ
け
そ
れ
自
体
が
制
定
法
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
説
の
対
立
は
、
か
か
る
両
者
の
関
係
づ
け
は
あ
く
ま
で
法
律
の
効
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る

の
か
、
そ
れ
と
も
労
働
契
約
法
七
条
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
の
意
義
は
い
わ
ば
形
式
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
同
条
は
法
的
構
成
も
含
め
て
従

来
の
判
例
法
理
を
す
べ
て
そ
の
ま
ま
確
認
し
て
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
捉
え
る
の
か
の
違
い
に
帰
着
す
る
と
い
え
よ
う
。
新

法
規
説
、
及
び
意
思
解
釈
説
が
前
者
の
立
場
、
新
約
款
説
が
後
者
の
立
場
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
法
制
定
の
意
義
を
重
視
す
る
の
な

ら
ば
前
者
の
立
場
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
新
法
規
説
と
意
思
解
釈
説
の
対
立
で
あ
る
が
、
法
律
の
効
果
を
考
え
る
場
合
、
専
ら
労
働
契
約
法
七
条
に
の
み
焦
点
を
当
て
る

の
か
、
そ
れ
と
も
合
意
原
則
の
重
視
を
う
た
っ
た
労
働
契
約
法
の
目
的
・
理
念
・
基
本
原
理
や
民
法
の
特
別
法
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
併
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せ
て
考
慮
す
る
の
か
の
違
い
に
由
来
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
要
は
、
就
業
規
則
と
労
働
契
約
の
関
係
を
い
わ
ば
そ
れ
だ
け
取
り
出
し
て

技
術
論
的
に
条
文
に
則
し
て
考
察
の
対
象
と
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
を
労
働
契
約
法
の
法
的
性
格
と
全
体
構
造
・
基
本
趣
旨
の
な
か

に
位
置
づ
け
、
こ
れ
と
体
系
性
・
整
合
性
を
有
す
る
方
向
で
解
釈
を
行
う
の
か
の
違
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
労
働
契
約
法
、
即
ち
、

労
働
契
約
の
基
本
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
法
律
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
や
そ
の
理
念
・
体
系
性
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
契
約
原
理

に
基
礎
を
置
い
た
立
場
が
妥
当
と
な
ろ
う
。

以
上
で
簡
単
に
労
働
契
約
法
に
対
す
る
各
説
の
ス
タ
ン
ス
を
踏
ま
え
、
い
ず
れ
の
説
が
妥
当
か
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
し
た
が
、
以
下

で
は
こ
れ
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。

（2）

労
働
契
約
法
の
基
本
的
性
格

労
働
契
約
法
は
、
公
法
的
規
制
（
刑
罰
と
行
政
監
督
）
を
と
も
な
っ
た
労
働
基
準
法
と
は
異
な
っ
て
、
純
粋
に
私
法
的
規
制
か
ら
な
る

契
約
法
で
あ
り
、
民
法
の
特
別
法
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る

（
16
）

。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
考
え
る
な
ら
ば
、
就
業
規
則
の
法
的
性
質
に
つ
き

法
規
説
・
契
約
説
に
と
ら
わ
れ
な
い
と
か
法
規
説
的
理
解
を
示
す
と
い
っ
た
立
場
（
新
法
規
説
）
は
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。

私
法
、
契
約
法
で
あ
る
以
上
、
労
働
契
約
法
七
条
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
的
に
は
契
約
説
的
理
解
あ
る
い
は
契
約
説
的
構
成
を
と

る
べ
き
こ
と
（
あ
る
い
は
労
働
契
約
法
の
私
法
的
性
格
を
歪
め
な
い
解
釈
を
心
が
け
る
こ
と
）
が
本
筋
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
労
働
契
約
法
に
は
、
確
立
さ
れ
た
判
例
法
理
を
確
認
す
る
規
定
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
す
べ
て
の
規
定
が
そ
う
い

え
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
労
働
契
約
法
三
条
二
項
・
三
項
や
四
条
な
ど
は
労
働
契
約
法
が
独
自
に
設
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
創
設

的
な
意
義
を
有
す
る
条
文
で
あ
る
と
い
え
る
。
で
は
、
労
働
契
約
法
七
条
に
つ
い
て
は
い
か
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
同

条
は
、
前
掲
・
秋
北
バ
ス
事
件
・
最
高
裁
判
決
の
結
論
を
確
認
し
て
い
る
か
に
み
え
る
が
、
子
細
に
検
討
す
れ
ば
次
の
二
点
に
お
い
て
判

例
法
理
の
そ
の
ま
ま
の
確
認
と
は
い
え
な
い
。
ま
ず
第
一
は
、
判
例
は
、
就
業
規
則
の
拘
束
力
一
般
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
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労
働
契
約
法
七
条
の
射
程
は
時
間
的
に
「
労
働
者
及
び
使
用
者
が
労
働
契
約
を
締
結
す
る
場
合
」
に
限
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
労
働
契

約
法
七
条
は
、
判
例
が
拘
束
力
の
根
拠
と
し
て
援
用
す
る
民
法
九
二
条
に
は
も
は
や
言
及
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
就
業
規
則
の
拘
束
力

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
七
条
の
条
文
そ
れ
自
体
が
手
が
か
り
な
い
し
根
拠
と
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
要
は
、
就
業
規
則
の
拘

束
力
に
つ
き
、
労
働
契
約
締
結
時
に
限
っ
て
労
働
契
約
法
が
直
接
立
法
的
に
解
決
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
労
働
契
約
法

が
就
業
規
則
を
相
変
わ
ら
ず
約
款
と
同
視
し
て
か
つ
て
の
判
例
法
理
を
法
的
構
成
や
結
論
を
含
め
て
そ
の
ま
ま
確
認
し
た
と
い
う
見
解
、

即
ち
新
約
款
説
は
、
も
は
や
労
働
契
約
法
七
条
に
お
い
て
は
民
法
九
二
条
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
点
、
及
び
労
働
契
約
締
結
時
に
限
っ

て
限
定
的
に
就
業
規
則
が
約
款
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
に
お
い
て
必
ず
し
も
妥
当
な
見
解
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
新
法
規
説
に
つ
い
て
も
一
言
言
及
す
れ
ば
、
か
り
に
労
働
契
約
法
が
就
業
規
則
に
「
規
律
効
」
を
与
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ

は
労
働
契
約
締
結
時
の
も
の
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
時
間
的
に
限
定
さ
れ
た
部
分
的
法
規
範
性
と
い
う
概
念
を
認
め
る
こ
と
は
極
め

て
不
自
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
法
規
範
性
が
部
分
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
カ
バ
ー
し
な
い
局
面
、
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
就

業
規
則
の
存
し
な
か
っ
た
事
業
場
に
お
い
て
新
た
に
就
業
規
則
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
就
業
規
則
と

労
働
契
約
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。
こ
と
の
性
格
上
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
菅
野
が
説
く
よ
う
な
就
業
規
則
の
性
質
に
つ
い
て
法
規

範
説
（
法
規
説
）
・
契
約
説
い
ず
れ
の
立
場
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
と
い
う
見
解
な
い
し
態
度
を
貫
く
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
確

か
に
、
菅
野
は
、
か
か
る
場
合
に
は
、
労
働
条
件
の
変
更
に
関
す
る
労
働
契
約
法
一
〇
条
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
対
処
す
べ
き
こ
と
を
説

い
て
い
る

（
17
）

が
、
労
働
契
約
法
が
そ
も
そ
も
予
定
し
な
か
っ
た
範
囲
を
超
え
て
就
業
規
則
に
強
力
な
効
力
で
あ
る
「
規
律
効
」
を
付
与
す
る

と
い
う
構
成
を
と
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
は
疑
問
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

（
18
）

。
む
し
ろ
、
労
働
契
約
法
が
か
か
る
場
合
を
カ
バ
ー
し
な
か

っ
た
こ
と
の
意
味
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
て
考
慮
な
い
し
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

（3）

就
業
規
則
は
約
款
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
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新
約
款
説
は
、
約
款
説
な
い
し
定
型
契
約
説
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
つ
て
の
最
高
裁
判
例
の
立
場
を
確
認
し
た
も
の
が
労
働
契
約
法
七

条
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
が
、
同
条
に
お
い
て
は
、
も
は
や
か
つ
て
の
約
款
説
の
立
場
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
民
法
九
二
条
は
直
接
に
は

問
題
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
か
つ
て
学
説
は
、
判
例
法
理
を
説
明
す
る
、
即
ち
、
最
高
裁
は
就
業
規
則
に
約
款
法
理
を
持
ち
込
ん
だ
と
説

明
す
る
た
め
に
、
就
業
規
則
を
約
款
類
似
の
も
の
と
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
労
働
契
約
法
に
よ
っ
て
立
法
的

手
当
が
な
さ
れ
制
定
法
上
の
根
拠
条
文
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
え
て
就
業
規
則
を
約
款
と
同
視
し
て
約
款
理
論
の
援
用
を
行

い
説
明
を
組
み
立
て
る
必
要
は
も
は
や
存
し
な
い
と
い
え
よ
う
。

確
か
に
、
就
業
規
則
は
そ
も
そ
も
は
事
業
場
単
位
の
適
用
の
原
則
を
採
用
す
る
労
働
基
準
法
上
の
制
度
で
あ
っ
て
、「
事
業
場
の
小
労

働
基
準
法
」
と
い
う
こ
と
で
事
業
場
の
統
一
的
な
最
低
労
働
条
件
基
準
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
就
業
規
則
は

企
業
の
組
織
的
集
団
的
性
格
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
点
を
捉
え
て
就
業
規
則
と
約
款
を
同
視
で
き
る
も
の

で
も
あ
る
ま
い
。
約
款
は
不
特
定
多
数
の
顧
客
と
の
大
量
の
定
型
的
取
引
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
労
働
契
約
に
つ
い
て
は
事
情
は
同

じ
と
は
い
え
な
い
。
約
款
取
引
と
は
異
な
り
、
就
業
規
則
が
問
題
と
な
る
労
働
契
約
の
場
合
に
は
、
た
と
え
企
業
が
多
数
の
従
業
員
を
擁

す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
従
業
員
は
あ
く
ま
で
個
別
の
事
業
場
に
お
け
る
一
定
数
の
特
定
さ
れ
た
（
し
か
も
、
多
く
の
場
合
は

一
定
の
期
間
に
わ
た
る
継
続
的
関
係
に
あ
る
）
契
約
当
事
者
で
あ
る
し
、
ま
た
、
使
用
者
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
は
必
ず
し
も
い
つ
も
多

数
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
し
て
、
約
款
は
あ
く
ま
で
契
約
条
件
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
就
業
規
則
作
成
の
義
務
づ
け
の
そ
も

そ
も
の
意
義
な
い
し
狙
い
は
事
業
場
の
最
低
基
準
の
定
立
に
あ
り
、
こ
の
点
で
も
両
者
は
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
労

働
関
係
に
お
い
て
は
、
近
年
、
特
に
、
成
果
主
義
人
事
の
普
及
、
労
働
力
の
流
動
化
や
雇
用
形
態
の
多
様
化
・
複
雑
化
の
進
展
な
ど
に
と

も
な
い
、
労
働
条
件
が
個
別
化
し
て
労
働
契
約
の
意
義
・
役
割
の
重
要
性
が
増
大
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
は
、

個
別
契
約
に
よ
り
具
体
的
な
労
働
条
件
が
決
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
た
め
、
就
業
規
則
の
機
能
と
し
て
は
、
具
体
的
な
労
働
契
約
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内
容
と
な
る
労
働
条
件
を
定
め
る
と
い
う
労
働
契
約
条
件
規
定
性
よ
り
も
、
そ
れ
に
抵
触
で
き
な
い
と
い
う
最
低
基
準
性
が
際
立
つ
こ
と

に
な
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
、
諸
制
度
や
労
働
条
件
の
決
定
方
法
な
ど
職
場
の
統
一
的
ル
ー
ル
（
例
え
ば
、
各
人
ご
と
の
年
俸
額
を
決
定

す
る
場
合
の
手
続
な
い
し
基
準
を
想
定
せ
よ
）
を
定
め
る
「
集
団
的
規
範
設
定
機
能
」
が
重
要
と
な
る
局
面
が
増
加
し
て
き
て
い
る
の
で

あ
る

（
19
）

。
要
は
、
就
業
規
則
に
よ
る
労
働
条
件
の
集
団
的
・
画
一
的
決
定
で
は
な
く
、
就
業
規
則
に
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
踏
ま
え
て
（
ル

ー
ル
に
則
し
て
）、
そ
こ
に
規
定
さ
れ
た
労
働
条
件
を
上
回
る
具
体
的
な
労
働
条
件
が
個
別
労
働
契
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が

増
大
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
け
る
就
業
規
則
の
機
能
は
就
業
規
則
の
個
別
交
渉
サ
ポ
ー
ト
機
能

（
個
別
交
渉
を
支
え
促
進
す
る
機
能
）
と
呼
ん
で
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
機
能
は
労
働
契
約
法
の
目
的
規
定
（
一
条
）
に
掲
げ
ら
れ

た
「
自
主
的
な
交
渉
」
の
実
質
化
の
た
め
に
も
大
い
に
重
視
さ
れ
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
か
か
る
個
別
交
渉
サ
ポ
ー
ト
機

能
が
作
用
す
る
よ
う
な
場
合
を
捉
え
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
い
わ
ば
個
別
交
渉
を
行
う
た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も
に
そ
の
ス
タ
ー
ト

台
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
就
業
規
則
と
一
般
的
に
交
渉
の
困
難
性
が
指
摘
さ
れ
る
約
款

（
20
）

と
の
違
い
は
明
ら
か
と
な
る
と
い
え
よ
う
。

（4）

合
意
原
則
と
の
関
係

労
働
契
約
法
は
、
そ
の
目
的
規
定
（
一
条
）
に
お
い
て
労
使
の
自
主
的
交
渉
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
労
使
対
等
決
定
の
原
則
を
確
認
し

つ
つ
（
三
条
一
項
）、
各
所
で
合
意
の
重
要
性
な
い
し
合
意
原
則
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
労
働
関
係
に
お
い
て

は
見
失
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
古
典
的
な
契
約
法
の
理
念
な
い
し
原
点
に
い
わ
ば
立
ち
返
っ
て
、
労
働
契
約
も
契
約
で
あ
る
以
上
、
合
意
に

よ
っ
て
成
立
し
、
変
更
さ
れ
る
と
い
う
原
則
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
労
使
の
大
き
な
力
関
係
の
差
異
を

踏
ま
え
て
、
か
か
る
力
関
係
の
も
と
で
労
働
者
の
意
思
が
形
骸
化
す
る
こ
と
な
く
原
則
を
実
質
化
す
る
方
向
で
自
主
的
交
渉
が
行
わ
れ
て

実
質
的
に
労
使
対
等
の
立
場
で
合
意
に
よ
り
労
働
条
件
が
決
定
・
変
更
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る

（
21
）

。

と
す
る
な
ら
ば
労
働
契
約
法
全
体
が
こ
の
よ
う
な
理
念
や
基
本
原
理
を
踏
ま
え
て
統
一
的
な
視
点
か
ら
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
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あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
労
働
契
約
法
七
条
を
み
る
場
合
に
お
い
て
も
、
技
術
論
的
に
単
独
に
こ
の
条
文
だ
け
を
取
り
出
し
て
論
ず
る
の
で
は

な
く
、
か
か
る
労
働
契
約
法
の
基
本
原
則
と
相
容
れ
る
形
で
体
系
的
・
総
合
的
に
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う

（
22
）

。
と
す
る
と
、
使

用
者
が
一
方
的
に
作
成
し
た
就
業
規
則
（
労
働
基
準
法
八
九
条
・
九
〇
条
参
照
）
に
法
規
範
的
な
拘
束
力
を
認
め
る
こ
と
は
、
上
述
の
労

働
契
約
法
の
理
念
・
原
則
や
「
契
約
法
」
と
し
て
の
性
格
に
も
反
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
そ
し
て
、
新
法
規
説
的
な
解
釈
を
と
る
こ
と
は
、

結
局
は
、
偏
狭
な
技
術
論
に
よ
っ
て
労
働
契
約
法
の
理
念
・
原
則
や
基
本
的
性
格
を
歪
曲
・
毀
損
し
、
そ
の
意
義
な
い
し
基
本
趣
旨
を
没

却
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
す
ら
あ
る
と
い
え
よ
う
）。

ま
た
、
労
働
契
約
法
七
条
本
文
の
「
も
の
と
す
る
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
法
規
範
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
み
を
示

す
も
の
と
は
い
え
ず
（
た
と
え
ば
、
労
働
契
約
法
に
お
い
て
は
、
他
に
三
条
二
項
・
三
項
、
四
条
一
項
・
二
項
に
お
い
て
「
も
の
と
す
る
」

と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
理
念
を
定
め
た
規
定
や
訓
示
規
定
・
努
力
義
務
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

強
行
規
定
性
や
法
規
範
性
を
示
す
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
五
条
で
も
「
も
の
と
す
る
」
を
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い

る
が
こ
れ
は
判
例
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
安
全
配
慮
義
務
法
理
を
確
認
す
る
規
定
で
あ
る
と
い
え
、
法
規
範
性
と
は
無
関
係
と
い
え
よ

う
）、
契
約
説
的
な
観
点
か
ら
も
捉
え
う
る
余
地
を
有
し
て
い
る
（
即
ち
、
か
か
る
言
い
回
し
は
必
ず
し
も
契
約
説
的
理
解
を
妨
げ
あ
る

い
は
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
）
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
故
、
こ
れ
を
契
約
説
的
観
点
か
ら
読
み
込
む
こ
と
も
あ
な
が
ち
矛
盾
と
は
い
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
意
思
解
釈
説
が
説
く
よ
う
に
、
合
意
原
則
を
踏
ま
え
た
契
約
説
的
観
点
か
ら
、
労
働
契
約
法
七
条
の
「
労
働
契

約
の
内
容
は
、
そ
の
就
業
規
則
で
定
め
る
労
働
条
件
に
よ
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
部
分
は
、「
労
働
契
約
の
内
容
は
、
そ
の
就
業
規
則

で
定
め
る
労
働
条
件
に
よ
る
と
の
意
思
を
、
労
働
者
及
び
使
用
者
が
有
す
る
も
の
と
す
る
」（
あ
る
い
は
「
労
働
契
約
の
内
容
は
、
そ
の

就
業
規
則
で
定
め
る
労
働
条
件
に
よ
る
と
の
意
思
を
、
労
働
者
及
び
使
用
者
が
有
す
る
も
の
と
推
定
す
る
」）
と
い
う
意
味
に
理
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
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そ
う
す
る
と
、
労
働
契
約
法
七
条
に
お
い
て
は
、
合
意
の
意
義
を
認
め
合
意
原
則
を
よ
り
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
明
し
て
い
る
部
分
、
即
ち
、

「
た
だ
し
、
労
働
契
約
に
お
い
て
、
労
働
者
及
び
使
用
者
が
就
業
規
則
の
内
容
と
異
な
る
労
働
条
件
を
合
意
し
て
い
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

第
十
二
条
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
限
り
で
な
い
。」
と
規
定
す
る
但
書
こ
そ
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
こ
れ

は
就
業
規
則
の
不
利
益
変
更
に
関
し
同
旨
を
述
べ
る
労
働
契
約
法
一
〇
条
但
書
に
つ
い
て
も
同
様
に
当
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る

（
23
）

）。
そ

う
で
あ
れ
ば
、
労
働
契
約
法
七
条
が
、
こ
れ
ま
で
就
業
規
則
が
存
し
な
か
っ
た
事
業
場
に
お
い
て
新
た
に
就
業
規
則
が
作
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
の
規
律
を
設
け
な
か
っ
た
こ
と
の
意
味
も
理
解
で
き
よ
う
。
即
ち
、
そ
の
よ
う
な
事
業
場
で
は
こ
れ
ま
で
個
別
契
約
に
よ

っ
て
労
働
条
件
が
決
定
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
但
書
の
い
う
、
過
去
に
お
い
て
「
労
働
契
約
に
お
い
て
、
労
働
者
及
び
使
用

者
が
就
業
規
則
の
内
容
と
異
な
る
労
働
条
件
を
合
意
し
て
い
た
」
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

（
24
）

。
ち
な
み
に
、
労
働
契
約

法
七
条
が
規
制
の
対
象
外
と
し
た
と
は
い
え
、
実
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
通
常
、
新
た
に
就
業
規
則
制
定
以
後
は
、
か
か
る

就
業
規
則
に
従
っ
て
労
働
関
係
が
展
開
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
か
か
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
法
理
論
的
に
就
業
規
則

と
労
働
契
約
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
通
常
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
就
業
規
則
が
存
し
な
い
の
で
あ
る

か
ら
そ
も
そ
も
が
従
来
は
従
業
員
数
が
常
時
一
〇
人
未
満
の
小
規
模
な
事
業
場
で
あ
る
（
労
働
基
準
法
八
九
条
参
照
）
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
は
労
働
条
件
の
決
定
・
変
更
は
個
別
交
渉
（
個
別
合
意
）
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
新
た
に
就
業
規
則
が
制
定
さ

れ
た
場
合
に
就
業
規
則
を
め
ぐ
り
個
別
交
渉
を
行
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
の
手
間
や
困
難
は
生
じ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
使
用
者
は
、

契
約
法
の
基
本
ル
ー
ル
ど
お
り
に
新
た
に
作
成
さ
れ
た
就
業
規
則
を
も
と
に
交
渉
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
従
業
員
と
の
個
別
合
意
の
成
就
を

模
索
す
べ
き
こ
と
に
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
要
は
、
か
か
る
場
合
に
は
労
働
契
約
法
一
〇
条
の
類
推
適
用
で
は
な
く
、
八
条
の
カ

バ
ー
す
る
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
付
言
す
れ
ば
、
か
つ
て
の
判
例
法
理
そ
れ
自
体
の
適
用
も
な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
本
項
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
労
働
契
約
法
一
二
条
が
、
労
働
基
準
法
旧
九
三
条
を
引
き
継
ぎ
、
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一
般
的
な
補
充
的
効
力
に
は
触
れ
る
こ
と
な
く
最
低
基
準
保
障
的
効
力
の
み
を
規
定
し
た
意
味
を
以
下
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
労
働
契
約
法
一
二
条
は
、
労
働
者
「
保
護
」
と
自
主
的
交
渉
の
下
支
え
の
観
点
（
労
働
契
約
法
一
条
参
照
）
か

ら
就
業
規
則
の
強
行
的
効
力
と
直
律
的
効
力
、
即
ち
、
最
低
基
準
保
障
的
効
力
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
渉
力
の
格
差
を
埋
め
、
労
働

者
の
交
渉
力
を
補
完
な
い
し
補
強
す
る
こ
と
で
労
使
対
等
決
定
の
理
念
（
労
働
契
約
法
三
条
一
項
）
を
実
質
化
す
る
た
め
の
基
礎
を
付
与

し
、
労
働
契
約
締
結
時
及
び
労
働
契
約
展
開
過
程
に
お
い
て
個
別
合
意
に
よ
っ
て
最
低
基
準
以
上
の
（
で
き
れ
ば
最
低
基
準
を
上
回
る
）

労
働
条
件
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
（
労
働
契
約
法
七
条
但
書
、
一
〇
条
但
書
）
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
基
本
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
う
考
え
る
と
、
労
働
契
約
法
は
、
労
働
基
準
法
が
旧
九
三
条
と
二
条
一
項
に
お
い
て
示
す
同
法
の
も
と
も
と
の
基
本
趣
旨
（
就
業

規
則
を
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し
て
労
働
契
約
に
よ
り
労
働
条
件
を
決
定
す
る
こ
と
）
と
同
様
の
基
本
ス
タ
ン
ス
に
立
っ
て
い
る
と
解
す
こ
と

が
で
き
よ
う

（
25
）

。
た
だ
し
、
文
言
は
同
じ
で
あ
る
（
変
わ
ら
な
い
）
と
は
い
え
、
就
業
規
則
の
最
低
基
準
保
障
的
効
力
を
定
め
る
条
文
に
つ

き
、
公
法
的
規
制
と
私
法
的
規
制
が
入
り
交
じ
る
労
働
基
準
法
と
民
法
の
特
別
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
労
働
契
約
法
が
ま
っ
た
く
同
じ
性

格
を
付
与
し
て
い
る
の
か
否
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
即
ち
、
労
働
基
準
法
旧
九
三
条
が
労
働
契
約
法
一
二
条
へ
と
移
行
さ
れ
る
こ

と
で
、
か
か
る
規
制
に
つ
き
何
ら
か
の
性
格
変
化
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
が
新
た
な
検
討
課
題
と
な
る
の
で
あ
る

（
26
）

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

論
述
の
都
合
か
ら
、
こ
こ
で
は
問
題
意
識
の
指
摘
を
行
う
に
と
ど
め
、
詳
し
く
は
後
に
三
で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（5）

中
間
報
告
的
結
論

以
上
を
ま
と
め
つ
つ
結
論
づ
け
る
と
、
労
働
契
約
法
七
条
本
文
に
つ
き
、（
労
働
協
約
の
規
範
的
効
力
に
関
す
る
労
働
組
合
法
一
六
条

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
）
補
充
的
効
力
を
就
業
規
則
に
関
し
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
か
、
就
業
規
則
に
法
規
範
性
を
付
与
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
規
制
を
行
っ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
労
働
契
約
締
結
時
に
お
い
て
は
本
来
な
ら
ば
労
使
が
対
等
の
立
場

に
お
い
て
（
就
業
規
則
の
最
低
基
準
に
抵
触
す
る
こ
と
な
く
就
業
規
則
に
規
定
さ
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
）
合
意
に
よ
り
具
体
的
な
労
働
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条
件
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
が
、
も
し
も
具
体
的
な
労
働
条
件
が
合
意
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
労
働
契
約
の
内
容
が
空
白
な

い
し
未
決
定
の
ま
ま
と
な
る
と
労
使
関
係
が
混
乱
し
紛
争
が
生
ず
る
な
ど
一
定
の
問
題
が
生
起
す
る
お
そ
れ
が
存
す
る
の
で
、
か
か
る
問

題
を
回
避
し
「
個
別
の
労
働
関
係
の
安
定
」（
労
働
契
約
法
一
条
）
を
は
か
る
た
め
に
、
当
事
者
は
少
な
く
と
も
最
低
基
準
で
あ
る
就
業

規
則
内
容
で
労
働
契
約
を
締
結
す
る
あ
る
い
は
労
働
条
件
は
就
業
規
則
に
よ
る
と
の
意
思
を
有
す
る
も
の
と
の
解
釈
を
行
う
こ
と
と
し
た

も
の
（
即
ち
、
意
思
解
釈
規
定

（
27
）

）
で
あ
る
と
解
す
べ
き
こ
と
が
妥
当
と
な
ろ
う
（
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
意
思
の
推
定
を
行
う
規
定
で

あ
る
と
解
す
る
余
地
も
存
し
よ
う

（
28
）

）。

こ
と
の
是
非
は
さ
て
お
く
と
し
て
、
特
に
、
最
高
裁
が
、
秋
北
バ
ス
事
件
判
決
を
下
し
て
以
降
、
不
利
益
変
更
を
含
め
て
そ
こ
で
述
べ

ら
れ
た
法
理
が
企
業
実
務
、
法
実
務
に
お
い
て
定
着
し
て
確
固
た
る
地
位
を
占
め
、
そ
の
結
果
、
も
は
や
現
在
の
企
業
社
会
（
あ
る
い
は

企
業
一
般
）
に
お
い
て
は
、
当
事
者
は
通
常
、
就
業
規
則
に
よ
り
労
働
条
件
決
定
を
行
う
と
い
う
意
思
を
一
般
的
に
有
す
る
に
至
っ
て
い

る
か
あ
る
い
は
こ
れ
が
慣
習
に
な
っ
て
い
る
（
要
す
る
に
、
そ
れ
以
前
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
別
に
し
て
、
秋
北
バ
ス
事
件
・
最
高
裁
判

決
以
降
、
判
例
法
理
の
実
務
的
影
響
力
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
当
事
者
意
思
あ
る
い
は
慣
習
が
形
成
さ
れ
企
業
社
会
に
お
い
て
一
般
的
に

定
着
す
る
に
至
っ
た
）
と
考
え
ら
れ
る

（
29
）

。
そ
れ
故
に
、
労
働
契
約
法
七
条
は
、
合
意
原
則
と
の
整
合
性
を
は
か
り
な
が
ら
も
、
現
在
の
企

業
社
会
（
あ
る
い
は
企
業
一
般
）
に
お
い
て
は
か
か
る
当
事
者
意
思
な
い
し
慣
習
が
広
く
存
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
そ
れ
を
一
定

踏
ま
え
た
法
規
制
を
設
け
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
労
働
契
約
法
に
よ
る
確
立
さ
れ
た
判
例
の
就
業
規
則
法
理
の
「
確
認
」
と
は
か
か
る
意

味
で
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
、
判
例
法
理
と
は
異
な
っ
て
、
労
働
契
約
法
七
条
は
、
も
は
や
民
法
九
二
条
に
依

拠
し
つ
つ
約
款
法
理
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
個
別
合
意
に
よ
る
労
働
条
件
決
定
が
存
し
な
い
場
合
に
は
労
働
条
件
は
就
業
規

則
に
よ
る
と
の
当
事
者
の
意
思
解
釈
（
な
い
し
は
意
思
の
推
定
）
を
行
う
こ
と
を
直
接
規
定
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

点
に
制
定
法
に
よ
る
新
た
な
規
制
の
意
義
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
何
故
に
、
労
働
契
約
法
七
条
が
、
本
文
で
合
意
に
よ
る
労
働
条
件
の
決
定
を
説
き
但
書
で
個
別

契
約
で
労
働
条
件
を
定
め
な
か
っ
た
場
合
に
就
業
規
則
に
よ
る
と
い
う
意
思
解
釈
を
行
う
と
い
う
構
造
を
と
ら
ず
に
、
合
意
原
則
と
例
外

を
逆
転
さ
せ
る
か
の
よ
う
な
規
定
内
容
な
い
し
規
定
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
論
述
の
都
合
上
、

章
を
改
め
て
三
に
お
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

と
に
か
く
、
以
上
が
労
働
契
約
法
七
条
を
め
ぐ
る
私
見
の
中
間
報
告
的
な
結
論
と
な
る

（
30
）

。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
次
章
で
は
か
か
る
結
論

を
補
強
し
、
こ
れ
が
よ
り
説
得
的
な
論
拠
を
も
っ
た
最
終
的
結
論
と
な
る
よ
う
に
、
本
章
で
論
じ
な
か
っ
た
問
題
や
論
点
も
含
め
労
働
契

約
法
七
条
を
労
働
契
約
法
の
基
本
構
造
内
に
適
正
か
つ
体
系
的
に
位
置
づ
け
な
が
ら
意
思
解
釈
説
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
検
討
を
引
き
続
き

行
う
こ
と
と
し
た
い
。

（
１
）

菅
野
和
夫
『
労
働
法
　
第
八
版
』（
二
〇
〇
八
年
、
弘
文
堂
）
一
〇
八
頁
、
一
一
〇
頁
以
下
。

（
２
）

菅
野
和
夫
「
就
業
規
則
の
法
的
性
質
」
蓼
沼
謙
一
＝
横
井
芳
弘
（
編
）『
労
働
法
の
争
点
　
初
版
』（
一
九
七
九
年
、
有
斐
閣
）
二
八
八
頁
、
同
『
労
働
法

初
版
』（
一
九
八
五
年
、
弘
文
堂
）
九
三
頁
。

（
３
）

菅
野
和
夫
『
労
働
法
　
第
二
版
』（
一
九
八
八
年
、
弘
文
堂
）
九
〇
頁
。
な
お
、
菅
野
は
、
同
書
の
第
二
版
か
ら
こ
の
名
称
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
以
降
第
七
版
補
正
二
版
（
二
〇
〇
七
年
、
弘
文
堂
）
に
お
け
る
ま
で
こ
の
名
称
を
用
い
続
け
て
い
た
。

（
４
）

菅
野
・
前
掲
注
（
１
）
書
一
〇
八
頁
。
な
お
、
山
川
隆
一
『
労
働
契
約
法
入
門
』（
二
〇
〇
八
年
、
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）
六
八
頁
も
、「
そ
う
し
た
拘

束
力
は
こ
の
規
定
自
体
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
（
そ
の
意
味
で
、
今
後
は
、
契
約
説
か
法
規
説
か
と
い
う
議
論
は
、
あ
ま
り
大
き
な
意

味
を
も
た
な
い
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
）。」
と
述
べ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
菅
野
が
、
判
例
の
捉
え
方
に
つ
い
て
そ
れ
ま
で
の
考
え
か
ら
改
説
を
は
か

っ
た
の
は
、
労
働
契
約
法
と
最
高
裁
の
判
例
法
理
の
関
係
を
説
明
す
る
こ
と
に
腐
心
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
次
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
も
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
最
高
裁
は
、
確
か
に
後
に
電
電
公
社
帯
広
局
事
件
以
降
契
約
説
的
方
向
に
舵
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
秋
北
バ
ス
事
件
当

時
に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
法
規
説
に
立
っ
て
い
た
と
す
る
理
解
が
、
近
年
再
登
場
し
、
一
部
で
有
力
と
な
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
（
大
内
伸
哉
『
労
働
条

件
変
更
法
理
の
再
検
討
』（
一
九
九
九
年
、
有
斐
閣
）
二
四
頁
、
荒
木
尚
志
『
雇
用
シ
ス
テ
ム
と
労
働
条
件
変
更
法
理
』（
二
〇
〇
一
年
、
有
斐
閣
）
二
四
四
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頁
、
東
京
大
学
労
働
法
研
究
会
（
編
）『
注
釈
労
働
基
準
法
　
下
巻
』（
二
〇
〇
三
年
、
有
斐
閣
）
九
六
四
頁
〔
王
能
君
執
筆
〕）。

（
５
）

も
っ
と
も
、
山
川
は
注
（
４
）
の
よ
う
に
述
べ
る
一
方
で
、
同
「
労
働
契
約
法
の
制
定
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
五
七
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）
九
頁
に
お
い

て
、「
制
定
法
上
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
就
業
規
則
の
法
的
性
質
を
議
論
す
る
実
益
は
小
さ
く
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
議
論
す
る
実
益
が

全
く
な
く
な
っ
た
か
否
か
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
」
と
の
指
摘
を
行
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
お
い
て
は
一
定
慎
重
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。

（
６
）

法
規
説
の
代
表
的
立
場
で
あ
る
法
的
効
力
付
与
説
に
つ
い
て
は
、
西
谷
敏
「
就
業
規
則
」
片
岡i

ほ
か
『
新
労
働
基
準
法
論
』（
一
九
八
二
年
）
四
四
五

頁
以
下
を
参
照
。

（
７
）

菅
野
・
前
掲
注
（
１
）
書
一
〇
八
頁
。

（
８
）

ち
な
み
に
、
菅
野
は
、
労
働
協
約
の
規
範
的
効
力
に
つ
い
て
は
外
部
規
律
説
に
立
ち
、
労
働
協
約
が
労
働
契
約
内
容
と
な
る
こ
と
（
労
働
協
約
の
労
働
契

約
へ
の
化
体
）
を
認
め
な
い
見
解
を
示
し
て
い
る
（
菅
野
・
前
掲
注
（
１
）
書
五
五
三
頁
）
が
、
こ
れ
と
対
比
し
て
考
え
れ
ば
、
就
業
規
則
が
労
働
契
約
内

容
と
な
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
労
働
契
約
法
が
就
業
規
則
に
つ
き
契
約
説
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
と
論
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）

な
お
、
土
田
道
夫
「
労
働
法
の
解
釈
」
季
刊
労
働
法
二
二
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
一
頁
、
同
『
労
働
契
約
法
』（
二
〇
〇
八
年
、
有
斐
閣
）
一
三
六
―

一
三
七
頁
は
、
労
働
契
約
法
七
条
に
つ
き
、「
使
用
者
が
労
働
契
約
締
結
時
に
合
理
的
な
労
働
条
件
を
定
め
た
就
業
規
則
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
て
い
た
と

い
う
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、
そ
の
就
業
規
則
が
労
働
契
約
を
補
充
し
、
契
約
内
容
を
確
定
す
る
と
い
う
効
果
（
契
約
内
容
補
充
効
）
が
発
生
す
る
こ
と

を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。」
と
し
つ
つ
、「
労
働
契
約
法
７
条
は
、
就
業
規
則
が
労
働
契
約
内
容
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
拘
束
力
を
取
得
す
る
と
規
定
し
て

お
り
、
基
本
的
に
は
契
約
説
を
承
継
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
一
方
、
７
条
は
、
就
業
規
則
が
労
働
者
の
同
意
を
経
る
こ
と
な
く
契
約
内
容
と
な
る

こ
と
（
同
条
自
体
が
契
約
内
容
化
の
根
拠
と
な
る
こ
と
）
を
認
め
る
点
で
は
、
契
約
説
の
趣
旨
を
大
き
く
修
正
し
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
が
、
菅
野
の

説
示
は
実
質
的
に
は
こ
の
見
解
が
述
べ
る
と
こ
ろ
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
に
帰
着
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）

村
中
孝
史
「
労
働
契
約
法
制
定
の
意
義
と
課
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
四
頁
。

（
11
）

特
集
「
労
働
契
約
法
逐
条
解
説
」
労
働
法
律
旬
報
一
六
六
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
四
頁
〔
矢
野
昌
浩
執
筆
〕。

（
12
）

森
戸
英
幸
『
プ
レ
ッ
プ
労
働
法
﹇
第
２
版
﹈』（
二
〇
〇
八
年
、
弘
文
堂
）
一
二
八
―
一
二
九
頁
。

（
13
）

水
町
勇
一
郎
『
労
働
法
　
第
２
版
』（
二
〇
〇
八
年
、
有
斐
閣
）
九
七
頁
。

（
14
）

毛
塚
勝
利
「
労
働
契
約
法
の
成
立
が
与
え
る
労
使
関
係
法
へ
の
影
響
と
今
後
の
課
題
」
季
刊
労
働
法
二
二
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
九
頁
。
ち
な
み
に
、

筆
者
は
、
こ
の
毛
塚
論
文
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
公
刊
さ
れ
た
三
井
正
信
「
労
働
契
約
法
と
就
業
規
則
の
不
利
益
変
更
」
広
島
法
学
三
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
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二
三
頁
以
下
に
お
い
て
、
就
業
規
則
の
不
利
益
変
更
に
関
す
る
労
働
契
約
法
一
〇
条
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
毛
塚
と
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
を
展
開
し
て
い
る

点
を
付
記
し
て
お
く
。
従
っ
て
、
以
下
本
稿
で
展
開
す
る
意
思
解
釈
説
は
、
確
か
に
毛
塚
説
の
問
題
提
起
を
受
け
た
も
の
と
い
う
側
面
は
有
す
る
の
で
あ
る

が
、
他
方
で
筆
者
が
も
と
も
と
有
し
て
い
た
見
解
を
労
働
契
約
法
一
〇
条
に
引
き
続
い
て
、
今
度
は
労
働
契
約
法
七
条
に
即
し
て
敷
衍
し
た
も
の
で
も
あ
る

の
で
あ
る
。

（
15
）

毛
塚
・
前
掲
注
（
14
）
論
文
三
〇
頁
注
（
10
）。

（
16
）

菅
野
和
夫
「
基
本
法
と
し
て
の
労
働
契
約
法
」
季
刊
労
働
法
二
二
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
頁
、
同
「
労
働
契
約
法
制
定
の
意
義
―
『
小
ぶ
り
』
な
基
本

法
の
評
価
」
法
曹
時
報
六
〇
巻
八
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
四
頁
以
下
、
土
田
道
夫
「
労
働
契
約
法
の
解
説
」
法
学
教
室
三
三
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
七
頁
、

同
・
前
掲
注
（
９
）
論
文
五
頁
、
山
川
・
前
掲
注
（
５
）
論
文
六
頁
。

（
17
）

菅
野
・
前
掲
注
（
１
）
書
一
一
二
頁
。

（
18
）

こ
れ
は
か
つ
て
労
働
基
準
法
旧
九
三
条
に
就
業
規
則
の
拘
束
力
の
法
的
根
拠
を
求
め
た
法
規
説
と
同
様
に
、
法
律
が
定
め
る
就
業
規
則
の
法
規
範
性
の
範

囲
を
拡
大
し
て
考
え
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
両
者
は
類
似
し
て
お
り
、
新
旧
い
ず
れ
の
も
の
で
あ
っ
て
も
法
規
説
を
と
る
こ
と
の
問
題

点
の
一
端
を
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
19
）

就
業
規
則
の
こ
の
よ
う
な
機
能
に
関
し
て
は
、
土
田
道
夫
「
変
容
す
る
労
働
市
場
と
法
」
岩
波
講
座
『
現
代
の
法
12

職
業
生
活
と
法
』（
一
九
九
八
年
、

岩
波
書
店
）
六
七
―
六
八
頁
を
参
照
。

（
20
）

約
款
の
交
渉
困
難
性
に
つ
い
て
は
、
大
村
敦
志
『
基
本
民
法
2
債
権
各
論
﹇
第
２
版
﹈』（
二
〇
〇
五
年
、
有
斐
閣
）
三
六
頁
。

（
21
）

注
（
16
）
に
掲
げ
た
文
献
を
参
照
。

（
22
）

ち
な
み
に
、
土
田
は
、
注
（
９
）
で
挙
げ
た
よ
う
な
い
わ
ば
菅
野
と
類
似
し
た
見
解
を
表
明
す
る
一
方
で
、「
し
か
し
、
こ
の
規
定
が
労
働
契
約
法
の
基

本
原
則
で
あ
る
合
意
原
則
（
８
条
、
９
条
）
と
整
合
す
る
か
は
疑
問
で
あ
り
、
立
法
上
の
課
題
を
残
し
て
い
る
。」
と
も
述
べ
て
い
る
（
注
（
９
）
で
挙
げ

た
土
田
二
文
献
の
同
頁
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
問
題
点
が
存
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
批
判
す
る
よ
り
も
、
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
む
し
ろ
解
釈
論
的
に

労
働
契
約
法
の
基
本
原
則
に
合
致
す
る
方
向
で
検
討
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
23
）

但
書
の
意
義
を
含
め
労
働
契
約
法
一
〇
条
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
詳
し
く
論
ず
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
さ
し
あ
た
り
は
、
労
働
契
約
法
と
就
業
規
則
の

不
利
益
変
更
と
の
関
係
を
論
じ
た
前
稿
で
あ
る
三
井
・
前
掲
注
（
14
）
論
文
二
三
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
24
）

本
文
で
述
べ
た
問
題
に
関
し
て
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
土
田
・
前
掲
注
（
９
）
論
文
一
四
頁
、
同
・
前
掲
注
（
16
）
論
文
三
〇
頁
は
、
労
働
契
約
法
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七
条
但
書
に
つ
き
、
合
意
「
し
て
い
た
」
と
い
う
過
去
を
示
す
条
文
の
文
言
を
素
直
に
読
む
方
向
で
の
解
釈
論
を
示
唆
し
て
い
る
。
か
か
る
方
向
性
自
体
は

本
文
で
述
べ
た
問
題
を
考
え
る
う
え
で
も
参
考
か
つ
有
益
と
な
ろ
う
。

（
25
）

た
と
え
、
そ
も
そ
も
の
労
働
基
準
法
の
基
本
ス
タ
ン
ス
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
判
例
・
学
説
が
、
就
業
規
則
の
最
低
基
準
保
障
的

「
効
力
」
よ
り
も
現
実
の
労
働
条
件
を
定
め
る
も
の
と
し
て
の
就
業
規
則
の
労
働
契
約
に
対
す
る
「
拘
束
力
」
を
中
心
に
据
え
て
議
論
を
展
開
し
た
た
め
に
、

か
か
る
基
本
ス
タ
ン
ス
が
看
過
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
表
現
は
異
な
る
も
の
の
、
既
に
一
（一）
（2）
で
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

併
せ
て
、
道
幸
哲
也
『
職
場
に
お
け
る
自
立
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
』（
一
九
九
五
年
、
日
本
評
論
社
）
一
九
三
頁
以
下
、
三
井
正
信
「
就
業
規
則
法
理
の
再

検
討
」
修
道
法
学
二
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）
八
六
頁
以
下
も
参
照
。

（
26
）

こ
の
点
に
関
し
て
、
毛
塚
・
前
掲
注
（
14
）
論
文
二
九
―
三
〇
頁
は
、
労
働
基
準
法
旧
九
三
条
の
効
力
は
「
保
護
法
的
効
力
」、
即
ち
、「
労
基
法
が
労
働

者
保
護
の
観
点
か
ら
就
業
規
則
に
付
与
し
た
特
別
の
効
力
」
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
労
働
契
約
法
一
二
条
と
し
て
「
契
約
法
に
お
か
れ
た
就
業
規
則
の
法
的
効

力
は
契
約
法
の
文
脈
で
理
解
さ
れ
る
」
の
で
あ
っ
て
「
効
力
の
淵
源
が
異
な
る
」
と
論
じ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

（
27
）

約
款
説
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
民
法
九
二
条
は
法
律
行
為
の
意
思
解
釈
規
定
で
あ
る
が
、
い
わ
ば
こ
の
規
定
の
代
わ
り
に
置
か
れ
た
の
が
労
働
契
約
法
七

条
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
の
規
定
を
民
法
九
二
条
と
同
様
の
当
事
者
の
意
思
解
釈
規
定
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
に
何
ら
問
題
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
繰
り
返
す
が
、
重
要
な
の
は
、
あ
く
ま
で
労
働
契
約
法
の
理
念
な
り
目
的
、
な
い
し
は
全
体
構
造
に
合
致
・
適
合
す
る
形
で
労
働
契
約
法
七
条
の
解

釈
論
を
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
28
）

ち
な
み
に
、
山
川
・
前
掲
注
（
５
）
論
文
八
―
九
頁
は
、
菅
野
流
の
新
法
規
説
的
立
場
か
ら
、
労
働
契
約
法
七
条
に
関
し
、
本
文
が
「
契
約
内
容
規
律
効
」

を
規
定
し
た
と
解
し
つ
つ
も
、
本
文
と
但
書
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、
但
書
で
問
題
と
な
る
合
意
に
つ
き
、「
こ
の
場
合
、
こ
う
し
た
合
意
の
存
在
に

つ
い
て
は
そ
れ
を
主
張
す
る
側
が
立
証
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
の
で
、
７
条
全
体
と
し
て
は
、
労
働
契
約
の
成
立
に
当
た
り
、
一
定
要
件
の

も
と
で
、
就
業
規
則
上
の
労
働
条
件
が
契
約
内
容
と
な
る
と
の
推
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
と
い
え
よ
う
」
と
論
じ
て
い
る
。
新
法
規
説
で
も
こ
の
よ
う

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
契
約
説
的
観
点
か
ら
労
働
契
約
法
七
条
は
当
事
者
意
思
の
推
定
を
行
う
規
定
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
十
分
に
可

能
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
就
業
規
則
に
よ
る
労
働
契
約
内
容
の
推
定
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
秋
田
成
就
「
労
働
契
約
に
お
け
る
契
約
の
推
定

的
操
作
に
つ
い
て
」
社
会
科
学
研
究
二
六
巻
三
＝
四
号
（
一
九
七
五
年
）
一
七
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
29
）

ち
な
み
に
、
か
つ
て
契
約
説
の
一
学
説
で
あ
る
事
実
た
る
慣
習
説
を
唱
え
た
石
井
は
、「
就
業
規
則
の
内
容
は
全
体
と
し
て
各
個
の
労
働
契
約
の
共
通
の

内
容
た
る
べ
く
使
用
者
に
よ
っ
て
予
定
さ
れ
た
『
制
度
的
な
も
の
』
で
あ
る
か
ら
、
各
個
の
条
項
に
つ
き
各
個
の
労
働
者
が
、
そ
の
意
味
内
容
を
理
解
し
て
、
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具
体
的
に
、
そ
れ
に
よ
る
意
思
を
有
し
た
か
否
か
を
問
題
と
せ
ず
、
一
般
的
な
労
使
関
係
の
う
ち
に
（
就
業
規
則
を
利
用
す
る
個
々
の
企
業
ご
と
に
と
い
う

意
味
で
は
な
く
）、
労
働
者
が
、
と
く
に
反
対
の
意
見
を
示
さ
な
い
限
り
、
就
業
規
則
の
内
容
が
労
働
契
約
の
内
容
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
『
就

業
規
則
に
よ
る
』
と
い
う
『
事
実
た
る
慣
習
』（
民
法
九
二
条
）
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
、
そ
の
根
拠
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
説
い
て
い
た
（
石
井

照
久
『
新
版
　
労
働
法
　
第
三
版
』（
一
九
七
三
年
、
弘
文
堂
）
一
二
六
―
一
二
七
頁
）
が
、
ま
さ
に
こ
の
説
が
約
款
云
々
に
は
言
及
せ
ず
、
あ
く
ま
で
就

業
規
則
を
め
ぐ
る
企
業
社
会
の
一
般
的
慣
習
に
目
を
向
け
、
こ
れ
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
最
高
裁
の
判
例
理
論
に
結
論
及
び
法
的
構
成
に
お
い
て
類
似
す
る

方
向
を
示
し
て
い
た
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

（
30
）

ち
な
み
に
、
私
見
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
稿
に
先
立
ち
、
三
井
正
信
「
労
働
契
約
法
の
制
定
と
そ
の
意
義
」
広
島
法
学
三
二
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
七

四
頁
で
非
常
に
簡
潔
に
で
は
あ
る
が
そ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。


